
日本語教員等の養成・研修に関する個別調査の結果について（大学等）

Ⅰ
【１】
1　新規採用者への研修 区分 2　現職教員への研修 区分

研修目的 研修内容
研修期
間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず 研修目的 研修内容
研修期
間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず 改組有

1 留学生の在留に対する理解
入管法改正等
申請取次

○
留学生の在
留に対する理

入管法改正等
申請取次

○

2

①新任教職員オリエンテーション（大学人
事部主催）　専任教員のみ対象－（目的）
立教大学全般、および必要な事務手続き
等について理解
②新任教員オリエンテーション（ランゲージ
センター主催）　教育講師のみ対象－（目
的）立教大学全般、および必要な事務手続
き等について、特に教育講師の関連する
情報の理解
③担当者連絡会（日本語教育研究室主
催）　日本語担当教員対象－（目的）教材
使用法・教授法の理解

①立教のキリスト教について／教務部および全
カリについて／人権・セクシャルハラスメントにつ
いて／人事課からのお知らせ
②ランゲージセンターについて／人事規定につ
いて／研究支援について
③新任教員に対する教材使用法、教授法などの
オリエンテーション

①年１回
／約５時
間
②年１回
／約５時
間
③年４回
／時間は
不定

○

クラス別運用
状況の確認、
教材使用法、
教授法の伝
授

クラス運営状況のレベル別報告、ならびに次学期に
向けての内容改善／新任教員に対する教材使用
法、教授法などのオリエンテーション／当該年度の
総括ならびに次年度に向けての方針確認

年４回／
時間は不
定

○ ○

3 ○ ○

4 新規採用者はありませんでした。 ○

現職教師は２
名で、常に
（週一回程
度）日本語教
育についての
話し合いを
し、研鑽をつ
んでいる

○ ○

5
平成２１年度は初任者がいなかったため実
施していない

○

（１）現職教師
に対して当セ
ンターの教育
に関する基本
理念・基本原
則の徹底を
図る
（２）指導して
いる学生の基
礎情報や学
習上の問題
を教師間で共
有する。
（３）日本語プ
ログラムに関
する問題点を
探り改善する

総合日本語コースのコース責任者と授業担当者の
ミーティングを定期的に開き、討議する。

春学期、
秋学期と
も、学期
前・学期
後に１回
ずつ約２
時間の
ミーティン
グを開
催。合計
８時間。

担当者間
の授業内
容・クラス
運営につ
いての討
議は随時
行われて
いる。

○ ○

6
理事長及び学長による講義、人事課による制度
関係のオリエンテーション

全体で一
時間半

○

●職員研修会
１，理事長による講演、２外部講師による講演（これ
から期待される私立学校～少子化を生き抜く～）、
３，グループ討議及び発表、４，外部講師による講演
（大学教育の質的充実と大学間連携）
●ＦＤシンポジウム
学内担当者による講演。１，教育方法と改善につい
て（板書について）、２，基礎学力向上のための試
み、３，基礎学力の向上について、プレゼミナールで
の取り組み、４，就職への基礎学力
●人権教育委員会研修会（２月）
専門家による講演。講師：落合俊郎氏（広島大学大
学院教育学研究課教授）、題目：「共生社会をめざし
た高等教育－発達障害のある学生の支援に焦点を
あてて」

２日間
１日
１時間半

○

7 無し ○ ○

8 無し 無し 無し 無し ○

１，プログラム
全体で推進し
ている「自律
学習」につい
て理解考察を
深める。
２，本学プロ
グラムの多く
の教員が利
用しているＥ
ラーニング
（ＭＯＯＤＬＥ）
の利用の仕
方の幅を広げ
る。

１，理論編と実践編に分かれており、理論編のため
には企画・運営担当者が指定したｑ文献を事前に読
んで集まり、議論した。実践編では参加者が各自の
経験について語り、考えを共有した。
２、全学で導入されているオンライン教育システムで
あるMOODLEを利用した学生向けオリエンテーション
について情報交換と体験を通じて行った。

１，１日
（７時間）
２，１日
（２時間
半）

○

機関
連番

協力者会議(10)(H23.12.19) 
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日本語教員等の養成・研修に関する個別調査　入力シート（大学等）

【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用
2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度２０年度２１年度

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

1 鈴鹿短期大学 0 1 0
000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 立教大学 0 0 3

000 000 000 001 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 000 000 000 001 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

3 鹿児島大学 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4
京都工芸繊維
大学

2 2 2

000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5
金沢大学留学
生センター

0 0 0

000 000 000 000 001 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 000 000 000 001 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

6
広島国際学院
大学

0 0 1

7
創価大学日本
語別科

0 0 0
000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 桜美林大学 2 0 0

000 000 001 000 100 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 000 000 100 001 000 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

機関
連番

機関名
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【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用
2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度２０年度２１年度

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

機関
連番

機関名

9 名古屋大学

10
山梨大学留学
センター

1 0 0

000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11
大阪大学日本
語日本文化教
育センター

0 0 0

000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12
関西外国語大
学

1

000 000 001 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 000 000 000 010 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

5 3 7 0 0 2 1 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 0 1 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3 0
15 5 1 0 4 4 1 1 3
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Ⅰ
【１】
1　新規採用者への研修 区分 2　現職教員への研修 区分

研修目的 研修内容
研修期
間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず 研修目的 研修内容
研修期
間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず 改組有

機関
連番

9 無し ○

教員各自が１９年度から２１年度の３年間にわたるＦ
Ｄ活動の綿密な計画を立案し、継続的にＦＤ活動を
行うというものである。このような基本方針に基づ
き、教員各自が「ＦＤ活動計画書」を作成した。平成１
９年度、２０年度は上記の活動計画に従って教員各
自がＦＤ活動を行った。さらに、各年度とも各教員が
「ＦＤ活動中間報告書」を執筆した。今年度（平成２１
年度）は上記の計画に基づくＦＤ活動の最終年度で
あり、教員各自が計画に従ってＦＤ活動を行った。さ
らに、以下の原則に基づき、各教員が「ＦＤ活動最終
報告書」を執筆した。（以下原票参照のこと）

○

10 ２１年度新規採用はありませんでした。 ○

①と②の異な
る研修につい
て書いていま
す。
①全学的なＦ
ＤにてＥラー
ニングを教育
へ取り入れよ
うという目的
で全員出席
②互いの教え
方から学ぶ

①ＭＯＯＤＬＥを使ってのＥラーニング、基本操作と何
ができるか。課題管理やフィードバックの仕方。
②Ｐｅｅｒ　Obsevation

①２時間
②互いｎ
授業をピ
ア間で２
回ずつ見
学、後に
意見交換

○

11

本センターが提供する日本語プログラム及
び本センターで学ぶ留学生の背景につい
て周知するとともに、初任者が担当する予
定の科目やクラスのレベル設定および到
達目標について理解を深める。

当センターのミッション、受け入れ留学生の背
景、各プログラムの教育目標等について説明を
おこなった。選択科目については、授業計画立
案の参考に資するため、各々の科目の日本語レ
ベル・評価方法・履修可能学生等について説明
をおこなった。また、同一クラスを複数の教員が
担当する必修日本語科目に関しては、進度計
画・定期試験・使用教科書および担当クラスの日
本語レベルについて周知した。さらに、現職教員
と新任教員を交え、同科目ないし同クラスの担当
者が懇談する場を設け、授業や学生等に関する
情報の共有を図った。本センターの授業運営本
心についてさらに理解を深めてもらうため、各科
目コーディネーター（センター専任教員）が回答
する形で質疑応答の時間を設けた。

２０１０年
３月２０日
（土）　２
時間
時間内に
担当する
科目やク
ラス毎の
セッション
を設定し
た。

○ ○ ○

12
①学生を公平に扱う
②教授法の研
③プログラムの内容把握

①新任教員対象の人権問題研修会
②ＦＤ新任教員研修会
③日本語プログラムの仕事の内容、諸注意事
項、成績のつけ方

①一学期
に１～２
時間
②一学期
に１時間
③特に期
間はなく、
個別に対
応

○

①学生に公
平に接するた
め
②教授法など
更なる研

①人権問題研修会
②ＦＤ教員研修会

①一学期
に１～２
時間
②一学期
に１時間

日本語学
科では現
職教師へ
の研修は
特に行っ
ていない
が、毎週
行われる
会議や学
期初め
（１週
間）、学
期末（３
日間）の
会議で一
般諸問題
を取り上
げてい
る。

○

計 1 0 0 0 0 4 7 計 1 0 0 3 0 7 3 2
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日本語教員等の養成・研修に関する個別調査の結果について（日振協）

Ⅰ
【１】
1　新規採用者への研修 区分 2　現職教員への研修 区分
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず 改組有

1

○

教師のコミュニケー
ション能力の向上を
図る

NLPの理論とワーク
ショップ

２００９年
９月～２０
０９年11
月
月１回実
施
１回３時
間
計９時間

○

2 ・日本語教師として
の心構えを持つ。
・本校のカリキュラ
ムに合わせたテキ
ストの進め方に慣
れる。

・テキストの進め方
・模擬授業
･反省会

＠100×
10時間（5
日間）

授業のビ
デオ撮
影・録音
（自己反
省用）

○

・各講師個人レベル
でのスキルアップ
・学校全体の教育
水準の向上。

各人が持ち回りで
課題を選び、調査・
研究等を行う。それ
を発表し、意見交換
などを行う。

月に２
回、90分
程度

授業見学
→意見交
換→報告
書作成。

○

3 当校の教授法を習
得することを目的と
した研修。また、文
法についての考え
方を深める。

教案作成→授業→
フィードバック等

○ ○

評価の方法や授業
の進め方を改善す
るため

・成績表の改善（ビ
ジネスクラス対応の
ため）
・話す能力を上げる
ための補助教材の
開発。

個別にそ
れぞれ活
動して（課
題につい
て研究
し）、月に
１回２時
間程度
（×12ヵ
月）会議
をし、テー
マを深め
る。

○

4 ・新規採用者が本
校のカリキュラムを
熟知するため。
・新規採用者が本
校使用の教材を熟
知するため。

・新規採用者に対し
て本校のカリキュラ
ムの説明
・教材およびその使
用方法の説明
・授業見学とフィード
バック

・カリキュ
ラム、教
材、使用
方法の説
明　５～
10時間
・授業見
学　半年
に２～４
回

○ ○

学校としての教育能
力の均衡化、教育
の質向上のため

・授業見学とフィード
バック
・学生からの評価表
と自己評価表をもと
に主任教員との面
談

半年に１
回

○

5 教師の育成
授業のみならず学
校全体の流れ、業
界について把握さ
せる。
日本語教師のある
べき姿を理解させ、
育成をする。

・学校の全体的な流
れの説明
・各レベルの基本的
なやり方の説明
・教案作成指導
・現職教師の授業
見学及び話し合い
・初任者教師の授
業チェック及び
フィードバック
など

１週間～
３ヵ月程
度（これ
までの経
験や実力
による）

○ ○

・現職教師のブラッ
シュアップ（特に他
校での経験者や進
め方に悩んでいる
教師に対しれ）
・授業以外の進学
指導等の育成

・現職教師への当
校の全体説明及び
各レベルの進め方
説明
・授業見学及び話し
合い
・教案確認（必要に
応じて指導、フィード
バック）
・授業チェック及び
フィードバック
・定期発表会（外部
研修会等の内容、
感想等発表）
など

１週間～
１ヵ月程
度

○

機関連番
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Ⅰ
【１】
1　新規採用者への研修 区分 2　現職教員への研修 区分
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず 改組有

機関連番

7 当校の教育方針に
合う授業ができるよ
うサポートする。
当校の学生に適し
た授業ができるよう
サポートする。
※日本語教育に関
して有経験者（ボラ
ンティア）と無経験
者の非常勤としての
採用者２名に対して
それぞれに行なっ
た。

当校の教育方針や
当校の学生に適し
た日本語の授業が
自分で組み立てら
れ実践できるようサ
ポートする。そのた
め、週に１回程度教
案のチェック及びア
ドバイスをする。
アドバイスの内容
は、日本語の文法
からテクニック、活
動方法、学生心理、
学生の動かしかた
等々多岐にわたる。

約１年
間、１回２
～３時
間。
本人が自
身を持っ
て授業が
できるよ
うになっ
た段階で
打ち切
り。

○ ○

・日本語教師として
必要なコミュニケー
ション能力の向上を
図る。
・日本語教育業界
の現波を外部講師
から伺うことで客観
的に自分の置かれ
ている立場を見直
す。

・講師による講義
（コミュニケーション
過程で何が起るの
か）
・伝言ゲームによる
実践
・パネル討議
・まとめ

５月30
日、３時
間

当校日本
語教師養
成講座、
公開講座
への参加
という形
にて実施

○

12 １．学期の初めから
授業をすることがで
きる
２．初級クラス授業
の手順
３．職員とのコミュニ
ケーション
４．直説法で教える
ということについて
考える
・学習者の身になっ
て授業をする
・教師自身が学んだ
外国語としての日本
語を、そのまま伝え
るのではなく学習者
が理解しているもの
を整理しながら知識
を積み上げていけ
るような授業を考え
る
・四技能に心を配る
のは勿論のことであ
るが、特に口の練
習、発話練習を多く
取り入れることを念
頭に授業を組み立
てられるようにする
・教師説明は極力お

１．初級クラス授業
の留意点
２．テキスト「みんな
の日本語」より、いく
つか課をとりだしプ
チ模擬授業を繰り
返す。
学習役－研修担
当、他の新採用教
師－から質問・意見
を出させる。互いの
アイデアや考えも吸
収する。
３．動詞のグループ
分け。乙型のつくり
方。特にここで学習
者の頭になって授
業するということが、
どういうことなのか
をしっかり考える。
４．先輩の先生方の
授業見学。
５．授業50分のう
ち、20分程度を実際
に受け持ってやらせ
てもらう。

５日～８
日間、延
べ30時間
～40時間

○

１．学習者との関係
２．説明に流れる授
業になっていないか
３．学習者を引きつ
ける授業になってい
るか

１月、日本語教育セ
ミナー（京都会議）
参加。希望者のみ
９月、初級のモデル
授業を実施。講師
は獨協大学日本語
科の先生にお願い
した。
1月・6月・11月に赴
任１年（時に２年）以
内の先生方の授業
見学。あと話し合
い。
10月、授業方針が
異なる先生との面
談、問題解決。希望
者には、授業風景を
ビデオに撮り自己研
鑽に役立てていま
す。

9月のモ
デル授業
は全員参
加。

これから
の課題と
して、授
業（教授
法等）に
ついて、
勉強会を
復活させ
たいと考
えてい
る。

○

13 ①学校の教育方
針、教育内容につ
いて理解を深める
②学校全体の教育
活動・クラスについ
て状況を把握する
③他の教師との関
係をつくる

①授業見学（他の
教師の授業を見学
する）
②授業観察・フィー
ドバック（他の教師
に自分の授業を見
学に来てもらう）

教師の経
験年数、
実績によ
り期間・
時間数を
決定す
る。

○ ○ 新任研修とほぼ同
様

○ ○

18 学校法人大原学園
の教員となるにあ
たっての基本的な
心がまえ、マナーを
身につける。

・教員としての基本
的なマナー、受講生
との接し方
・教員の心得
・板書の仕方
・コミュニケーション
について

２泊３日、
約20時間

○

教員の教育能力の
向上

①新しい日本語能
力検定試験につい
ての見当
②中級以上の学生
に対する読解授業
の進め方検討

①②と
も、それ
ぞれ３時
間程度

○

○
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機関連番

21 ・学校の特色を知っ
てもらう：①②③
・自分の模擬授業
の内省：③④⑤
・教えるということに
ついて考え直す：①
②③④⑤
・スムーズに授業が
始められるよう：①
③④⑤

①学校説明（理念、
歴史、現状等）
②Can do
statements への取
組み等
③模擬授業フィード
バック、授業見学の
ポイント、教案分析
の方法
④教材分析（「みん
なの日本語」「中級
から学ぶ日本語」）
⑤実際の授業を見
学してもらう→フィー
ドバック、レポート作
成

３日間
①60分
②60分
③100分
④180分
⑤90分

○ ○

・授業活動のバリ
エーション作り（主に
②⑤⑦③）
・キャリアに関係なく
皆で取り組むことで
知識の共有化
・学ぶ、雰囲気づくり
・人材育成、各自が
できることを増やす

①Can do
statement：過去作
成分の見直しと作り
直し、見解統一
②「中級から学ぶ日
本語」：新しい言葉
と本文授業の進め
方（キューの出し
方、練習法に主眼）
③Can do
statement：新しい
JLPTと比較しなが
ら、具体的教室活動
の模索、学校として
のCDSの作成
④進学指導：初めて
進学指導をするクラ
ス担任への研修
⑤「みんなの日本
語」：練習Cの代替
練習、発展練習、レ
ベル別指導
⑥料理漢字：「料理
人のための漢字講
座」開講に向けての
テキスト分析等
⑦「みんなの日本
語」：導入後の練習
プラン、目的と難易

いずれも
１回（90
分）

○

22 未経験者も採用し
ているため、養成講
座等の実習経験は
あっても、実際に教
壇に立ったことがな
い初心者の方に、ス
ムーズに現場に
入ってきてもらい、
また、学習者に対し
ても一定の水準以
上の授業の質を確
保するために個別
に研修を行ってい
る。

・授業見学及び
フィードバック
・指導担当者のクラ
スで模擬授業を行う
・担当するレベル、
クラスに即した内容
の教案指導
・指導担当者が初
任者の授業を見学
しフィードバックする

週１時間
～１時間
半程度、
約３ヵ月

○

①授業の質の向上
②新教材の研究や
扱い方の習得
③進学指導におけ
る知識やスキルの
向上

①指導担当者によ
る授業見学及び
フィードバック
②新しい教材を使
用するにあたり、教
材研究を行い、それ
を実際にどのように
扱うかについての勉
強会を開く
③進学指導担当者
より進学指導におい
て必要となる知識や
指導上のポイント。
成果、実績等の説
明などをレクチャー
する

①半年か
ら１年に１
回。見学
（20～45
分）＋
フィード
バック45
分
②１回２
時間×２
～３回
③半年か
ら１年に１
回（約45
～60分）

○ ○

26 通常業務
を通して
業務の流
れ、教育
方針を理
解、習得
していく。

○

現職教員
は採用後
の雇用期
間が長く
ベテラン
教員のた
め、平成
21年度に
は研修は
行ってい
ない。

○
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31 本校の教員採用
は、まず非常勤（時
給契約）として採用
し、資格、経験、能
力の伸長により常
勤教員に採用替を
行っています。従っ
て初任研修は非常
勤として新規採用し
た者に実施していま
す。
・本校の教員として
の教え方、能力をつ
けさせる。

指導教員による個
別指導、授業見学、
教案作成、模擬授
業、授業補助、他

原則１学
期間（３ヵ
月）

○

①学内発表会の実
施
教師間の相互研鑽
②勉強会の実施
現職教師のスキル
アップ

①よりよい授業実現
のための授業実践
報告や、学外セミ
ナー参加者からの
報告による情報シェ
ア。
例：「大学院進学希
望者のための情報
収集法」
研究発表「論文にお
ける書き手の思考
を表す文末表現の
使用について」
「学内サークル活動
の報告」
「音声指導の方法」
など
②各レベル別に指
導法、問題点、疑問
点などを話し合い検

①３ヵ月
に１回程
度、各１
時間
②隔週に
１回、各２
時間程度

○ ○

32 関西国際学院の教
育方針
授業形態
学生の目標、教師
の目標とするところ
６ヵ月毎の目標
以上を教師に理解
してもらう。

初級、中級、上級に
分け、各々のクラス
の目標とするところ
と、クラス運営の仕
方、四技能の習得
のさせ方等。特に初
級の場合、当方で
はオリジナル教材を
使用していることか
ら、他教材との比較
並びに当方教材の
特徴、ベテラン教師
の授業見学、教案
提出後の常勤講師
による授業見学等。

日本語教
師として
の経験の
有無に
よって、
又は授業
見学後の
様子に
よっても
相違。通
常１ヵ月

中・上級
で教材変
更毎にそ
の使用方
法と学生
の学力向
上の為の
新たな方
策の指導 ○ ○

基本的に現職教員
の学生評価によっ
て問題ありと認めた
場合に限る。従って
21年度は特になし。

○

34 ・日本語教師として
の自覚・心得を再認
識してもらう。
・使用テキストの進
め方（いかに効果的
な授業をするか）
・学生との接し方、
クラス運営、教師の
毎日の作業を覚え
てもらい、早く職場
（現場）に慣れても
らう。

･主任、先輩教師か
ら経験談を入れた
話を聞き、後に質疑
応答。
・使用テキストの紹
介。テキストの進め
方を教案の例を用
いて説明。
・各自の教案にそっ
ての実習、フィード
バック
・教務ノートの書き
方、出席のとり方…
等、毎日の作業の
説明

１日２～３
時間（採
用人数に
よって異
なる）を１
週間

研修と名
のつく間
だけでは
なく、初期
に間は、
毎日授業
の後、話
を聞き、
指導、ア
ドバイス
を行って
いる。

○ ○

・よりよいクラス運営
の為。
・問題点解決の為。

・各クラスの現状報
告
・問題点があれば教
師間で話し合い、良
い解決策を探る。
・クラスのレベルと
テキストの進め方を
チェックする。
・各教師、困ってい
ること。また、他の
教師にも勧めたいこ
とを話し、お互いに
アドバイスをする。

年４回
（学期
末）、各４
時間位

毎日、授
業の後、
その日の
報告をし
合い意見
の交換を
行ってい
る。随時、
日本語関
係の書物
や使用し
ていない
問題集等
にも目を
通し、各
自で研鑽
を積むこ
とを促し
ている。

○

37 より高いレベルの日
本語教育の実践の
ため

１．日本語教授法
２．日本語の分析
３．教務事務
４．授業見学
５．教案作成指導

３ヵ月、30
時間

○ ○

より高いレベルの日
本語教育の実践の
ため

１．授業見学
２．勉強会

１．対象
者により
異なる
２．年４
回、１回
約３時間

○

38
○ ○
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40 １．新規採用者に本
校の日本語教育の
目的、方法等を理
解してもらう。
２．新規採用者の授
業が、そのコース・
クラスの方針に合っ
ているか確認し、必
要なら軌道修正す
る。

１．新規採用者のみ
のオリエンテーショ
ンを行い、学校全体
の方針を説明し、各
コースの授業をビデ
オで紹介する。
２．担当する授業を
ビデオ録画し（30
分）、新規採用者全
員が集まって、ビデ
オの内容について
話し合い、専任講師
がコメントする（録画
の前に専任は教案
の指導も行う）

１．オリエ
ンテー
ション。４
月初めと
９月に１
回ずつ各
３時間
２．ビデオ
実習とコ
メント。５
月～６月
と11月、１
回1.5時
間×13回

新規採用
者が担当
する授業
でテスト
を作成す
る場合、
専任講師
が指導す
る。

○ ○

１．読解授業の具体
的なすすめ方を指
導する
２．新しい日本語能
力試験について情
報を提供する
３．日常的なハンド
アウト作成の効率
化

１．初級～上級の読
解授業の実際のす
すめ方を講義とワー
クショップで指導。
質問のつくり方、訂
正のしかたなど。
２．日本語教育学会
秋季大会の報告会
として、参加した専
任講師が非常勤の
講師に日本語能力
試験について説明
する。
３．ハンドアウトを作
成する時に便利な
Word、Excelの使い
方を指導し、実習を
行う。

１．7月～
８月、３時
間×３回
２．２時間
×１回
３．３月、
２時間×
２回

現職者に
対しても、
初めて担
当する科
目でテス
トを作成
するとき
は、専任
が指導し
えいる。 ○

41 教師のレベルアップ 新EJU、JLPTとは １日、４時
間

○ 教師のレベルアップ OPIに基づく会話 １日、４時
間

○

43 外国人（研修生他）
を対象に、実践形式
で授業を運営させる
中で、外国人に対す
る接し方、教え方、
授業の運び方など
日本語教師に必要
なことを考えさせ
る。

日本語の教授法と
受講生に対する接
し方。

適時。

○ ○

44 クラス内における教
師の果たす役割を
理解する。

専任講師の授業見
学及び研修者の授
業の見学

週１度、
３ヵ月、３
時間×４
週×３ヵ
月＝36時
間

○ ○

45 １．初級後期授業の
質的向上と学校とし
て授業スタイルの確
立。
２．中級授業の質的
向上とアプローチの
多様化。

１．専任教員が、そ
れぞれ50分の授業
を実際に行い、専任
教員全員で見学し
意見交換を行った。
２．「みんなの日本
語中級」第１課を、
「文字・語彙指導」
「文型指導」「会話
指導」「読解指導」
「聴解指導」の５つ
の角度から授業25
分ずつで割り振って
専任教員が研究授
業を行い非常勤や
他教科教員に公開
した。

１．平成
21年３月
23日～３
月27日、
15時間
２．平成
21年４月
６日、３時
間

１．平成
20年度か
ら平成21
年度にか
けて、専
任教員が
すっかり
入れ換り
授業内容
のばらつ
きをおさ
えるため
行った。
２．教科
書の活用
方法を
様々な角
度から見
直すため
に行っ
た。

○ ○
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46 ・日本語教師養成
講座で学んだ基礎
を固め、様々な授業
に対応できる指導
力を身につける。
・担当授業だけでは
なく、その他の業務
の方法を学ぶ。

・授業見学
・教案作成
・授業担当
・担当した授業につ
いてのフィードバッ
ク（振り返り）

・約２週
間
・約25時
間

○

・当機関の今後の
方針や現在の問題
点を把握し、そのた
めのブラッシュアッ
プを行っている。
テーマは回によって
異なるが、発音指導
やスタンダードなど
最近は行った。

・知識を共有し意見
交換する。

・年４回、
各１日、１
回３時間

○

47 ・本校の日本語教
育水準を保ち、常に
向上を目指す。
・グループでクラス
授業を行う為、指導
法をある程度統一さ
せる為。

・初級、中級、上級
の模擬授業と教案
の提出を課し、コメ
ントを与える。
・随時、授業見学を
行い、、コメントを与
える。

人によっ
て異なる
が１週間
から３ヵ
月程度。 ○

・学校全体の教育
水準の向上
・各教師への研究
心を持つことの推進

外部からの講師に
よる講習および演
習

年４回ほ
ど、１回３
時間

○

48 ①日本語教育に従
事するに必要な心
構えと学習者により
よい授業を提供でき
る授業力を身につ
ける。
②当校の教育方
針、授業の進め方
等を理解し納得した
上で適当な生徒指
導及び授業を行う。

①教務スタッフとの
ミーティング。主に
心構えと教育方針
を話し理解してもら
う。
②実際の授業を教
務主任がオブザー
ブし、内容や進め
方、生徒指導につ
いてのフィードバッ
クを行う。

①各人に
つき３ヵ
月
②各人へ
のトータ
ル時間は
平均して
７時間

○ ○

①日本語教育に従
事する者として、必
要な知識、技能を持
ち、維持しているか
を確認し、不足とし
ている者には、それ
を身につけるべくさ
らなる研修を行う。
②当校の教育方
針、授業の進め方
を正しく認識してい
るか確認し一部誤り
がある者には、それ
を正す。

①講師、教務スタッ
フ全体会
・当校の教育方針、
授業の進め方を再
度、確認するための
会議を行う。特に、
生徒指導のあり方
が全員同じである
かどうか確認し合
う。
②各クラス毎の会
議
・授業の進め方が
当校の方針に沿っ
ているか、クラスの
中で違いがないか
確認する。
③実際の授業を教
務主任がオブザー
ブし、内容、進め
方、生徒指導が適
当であるか確認し、
不適当な部分は
フィードバックし改善
を促すためのアドバ
イスを行う。
④初級、中級、上級
と３つのレベルに分
け、文法項目を各自
研究し、それをクラ
ス単位で発表し合

①平成21
年４月、
10月、計
４時間
②平成21
年度中に
８回、計
16時間
③平成21
年度中に
各人につ
き平均６
日間、計
18時間
④平成21
年４月、２
時間

○

49 本学院での教授法
の基本を知る為の
研修。

・本学院での教授法
の基本を紹介
・授業の構成、注意
点について紹介
・授業の実習－
フィードバック

１週間、１
回、1.5時
間

○

①経験２年半未満
の教師へのブラッ
シュアップ研修
②希望者により教
授法検討

①先輩教師に授業
を見てもらい、評価
を受ける
②実習形式で実践
後、意見交換

①半年の
間に２～
３回、１
回、1.5時
間
②月に１
回、１回、
１時間

○

8 / 48



Ⅰ
【１】
1　新規採用者への研修 区分 2　現職教員への研修 区分
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず 改組有

機関連番

52 新規採用の教師の
ほとんどが初級を担
当している（又は、
初級から始めて中・
上級に変わってい
く）現状で、使用教
材が他ではほとん
ど使われておらず、
アクションなどが多
いため、まず授業全
体の把握、構成、く
み立て方などを全
体的に理解してもら
う必要がある。その
ため、以下のような
ことを行っている。
①授業見学…１コマ
45分の流れを理解
し、教師の仕事、学
生とのやりとりを
知ってもらう。
②再現授業…現職
者の授業を見学し、
自分が再現すること
で教案を立てること
の重要さを理解す
る。
③模擬授業…自ら
教案を組み立て、１
コマの授業を担当で
きるようにする。

①１コマ（45分）×４
の授業を見学。事
前に文法項目、指
導内容を伝え、教案
を作成した上で授業
にのぞむ。終了後、
担当教師に対する
Q&Aを行い、フィー
ドバック。
②１コマ（45分）の授
業（見学したもの）を
もとに教案を作り、
現職者４～５人が③
学制役となり授業を
行う。③の場合は自
ら指導内容やドリル
etcを考える。終了
後、内容について
フィードバックする。
(キュー出し、説明の
仕方、学生への対
応などを見ることが
多い）場合によって
は、新任同志がお
互い学生役をするこ
とによって、学習者
の目線で授業内容
を考えられるように
していく。
④授業を受け持つ
ようになってから、

１人につ
き
①３ヵ月
～６ヵ月
（経験に
よる）５～
20回
②３ヵ月
～６ヵ月
（経験に
よる）３～
４回、1回
１コマ～２
コマ
③３ヵ月
～６ヵ月
（経験に
よる）３～
４回、1回
２コマ～４
コマ

経験者か
未経験者
かによっ
て、教師
としてあ
るべき
姿、フィー
ドバック
の仕方、
学校のな
りたちな
どの研修
を行うこと
がある。

○

①ブラッシュアップ
のため、教授項目を
よく知るため。
②文法理解、使用
教材開発による説
明を受け、理解を深
める。
③教師のあるべき
姿を考える。学生を
取り巻く環境につい
て理解し、教師間で
考えを共有する。

①授業の流れ、アク
ションetcの確認。
②講師を招き、お話
を聞く。質疑応答を
行う。
③グループによる意
見交換。経営側の
話を聞く。

①単独で
１日ずつ
２回。１回
３時間
②１日６
時間
③１日、１
回３時
間、年２
回

○ ○ ○

54 他校の日本語学校
で長く教鞭をとって
いた者を新規に採
用しておりますの
で、中堅職員として
研修を実施しており
ます。
（１）中堅職員の立
場と役割を理解す
る。
（２）問題解決の進
め方を習得する。
（３）実際の問題を
取り上げて問題解
決に実際を体験す
る。

１回目
１．中堅職員の立場
と役割
・中堅職員に期待さ
れる役割
・求められる能力
・問題解決の必要
性
２．問題解決の進め
方
・問題とは
・問題解決の手段
・問題解決を進める
コツ
３．問題解決の実際
・問題発見
・課題の設定
・解決策の策定
・実行計画の策定
〈グループ討議〉
・発表、研修講師か
らのコメント
２回目
・問題解決の進捗
状況を確認する。
・行き詰った状況な
どについてのアドバ
イスなどにより、より
スムーズに問題解
決が進むように指
導する。

年間３
回、３日
に分けて
実施
１回目、７
時間
２回目、４
時間
３回目、７
時間

○

現職の常勤職員は
前頁の研修を実施
しておりますので、
ここでは主任研修を
記載いたします。
この研修は講義、グ
ループワークなどを
通じて
（１）主任としての立
場と役割を理解す
る。
（２）主任としての後
輩・部下との協働の
ポイントをつかみ、
具体的な協働的問
題解決案を作成す
る。
（３）お互いの能力
開発に向けての傾
聴と説得のポイント
を習得する。
（４）主任としての後
輩・部下に対する
リーダーシップを発
揮するポイントを把
握する。

１回目
１．主任の立場と役
割
・経営環境の変化と
主任の使命
・リーダーシップの
本質と求められる能
力
２．後輩・部下との
協働的問題解決
・問題解決とは
・問題解決するため
の条件
・動機づけと傾聴／
説得のポイント
・協議的問題解決
案に基づく相互検
討
３．まとめ
・リーダーシップと発
揮条件
・後輩・部下への影
響力を高めるため
に
・次回研修に向けて
２回目
１．主任として支援
できたことで成功し
た点、失敗した点に
ついて個人研究、グ
ループ研究の発表

年間２
回、２日
に分けて
実施
１回目、７
時間30分
2回目、７
時間

○

57 無し
○

講義力向上 模擬授業を実施し
て、その内容を皆で
評価する。

２日間（６
時間） ○

59 該当なし ○ ○
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60 （１）外国人留学生
の在留手続の申請
取次に係る知識取
得
（２）人権に関する各
種知識付与

（１）-1 入管法改定
内容
　　-2　取次の為の
内容
　　-3　留学生管理
他
（２）　　人権に関す
るもの

（１）約２Ｈ
（１日）
（２）約
0.5H×３
回

○ ○

（１）（２）共、同一
（３）日本語学科主
任としての知識、技
能を磨く

（３）学生の進路・生
活指導方法、カリ
キュラム、教材開発

（３）３日

○

64 別紙１を参照してく
ださい。

○
別紙２を参照してく
ださい。

○

66 研修期間は特に設
けておらず、実務に
あたりながら、その
ときどきで指導を
行っている。このよ
うな事情もあり、新
規採用者は予備教
育の経験者である。

○

無し

○

69 教室において、自立
して教授できる能力
をつける。

・事前の教案指導
・教室での観察、助
言
・事後の助言

６ヶ月
100時間

○

様々なレベル、技能
に応じて適切な指
導ができること。常
に新しいことを研究
する姿勢を持つこ
と。

上級教科書の文型
勉強会
OPI勉強会
新日本語能力試験
研究

月１回
２時間

○ ○

72
○ ○

73 日々の授業を円滑
に行うための基礎
的な技術や主要教
材の基本的な扱い
方を習得する。

個々の教材の内容
構成を把握する。ま
た、授業の基本的
な進め方を確認し、
教材の構成と授業
の連関をおさえる。

１日３時
間程度×
３日間

○

日々の授業は問題
なく進められるよう
になった教師に対
し、授業内容・展開
に厚みをもたせる。

個々の教材につい
て、ベテラン、中堅、
若手が意見を出し
合う。

１日３時
間程度×
３日間

○

74 ・学習者のレベルや
ニーズに合う授業
運営を行うことがで
きるようにする。
・数人で１つのクラ
スを担当する場合、
教員の教え方を統
一するため。

１．担当予定の授業
の教案を提出し、専
任教員がチェックす
る。
２．他の教員の授業
を見学する。
３．専任教員が新規
採用者の実際の授
業を見学後、改善
点等を指導する。

１．２．３．
共に新規
採用者に
より差が
あるが、４
～20時間
程度。

外部で実
施してい
る研修
（凡人社
等主催）
への参加
をすすめ
る。

○ ○

特に実施していな
い。

○

78 授業を円滑に進め
るため

個別研修（新学期
前）
担当するクラスまた
はそのレベルの実
際の授業を見学し、
担任（専任）が授業
の構成・各教材の
使用目的・学生の
到達目標・進行・具
体的な内容を伝え、
それを基づいて協
議する。

３ヵ月各
該当レベ
ル１～２
回（１回３
～５時
間）

○

教科内容の見直し
と到達目標の再確
認

初めて手掛けるレ
ベルのクラスを受け
もつ場合は、Iと同
様。レベルごと、各
教科を見直し、全体
的に検討する。

毎日、気
がついた
事を各教
員から吸
い上げ、
それから
３ヵ月毎
の講師会
前に各教
員から意
見を聞
き、最終
的に講師
会で具体
的に詰め
ていく（３
～５時

○
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79

・大勢の学習者に対
する授業に慣れる
・学習者が授業に集
中するよう、クラスコ
ントロールの力を身
につける

実際の勤務開始前
に、トレーニングとし
てクラス授業に入
り、本人の考えた教
案通りに授業を行
う。その後研修担当
者を交えてフィード
バックを行い、次回
のトレーニングにつ
なげる。

10時間程
度

○ 無し ○

82 ①本校における日
本語教育の理念
本校教員に求めら
れる役割　コースの
概要、主教材の特
色と基本的な扱い
についての理解②
教授歴が２年未満
の新任教員に対し、
授業に関する指導
助言を行う③授業
見学の奨励

①本校における日
本語教育の理念
本校教員に求めら
れる役割　コースの
概要、主教材の特
色と基本的な扱い
についての理解②
授業実施の１週間
前に授業計画提出
→アドバイス　実施
後、報告の提出を
半年間続ける。半期
（６ヶ月間）に２回程
度授業見学を行う
→フィードバック③
他の教師の授業を
けんがくし報告書を
提出

①２時間
×５回
（週１回）
②６ヶ月
③随時

○ ○

①中・上級の指導
向上②初級の指導
向上③ニューカマー
の年少者への日本
語教育研究④教材
開発力向上⑤ビデ
オ教材開発

①『上級で学ぶ日本
語』使い方の勉強会
②『開け日本語』学
内開発補助教材の
改訂③年少者教育
にまつわる様々な
状況についての勉
強会④テストの開発
⑤ドキュメンタリー
の教材化

①月１回
1.5時間
１年間②
月１回
1.5時間
１年間③
月１回　４
時間
2010年9
月～現在
④月１回
２時間
2010年4
月～2010
年12月

○ ○

91 新規採用
者の多い
時期は日
本語教授
法や学生
指導、当
機関の設
備等の1
日研修を
行ってい
たが、ここ
数年はな
し。「２」の
現職者対
象の研修
は新人研
修も兼ね
た部分も
あり。

○

授業運営の見直し
とレベルや各クラス
間の情報共有。全
体的な授業展開の
把握と方法論の習
得

①後期コースデザイ
ン報告会　2008年
度の反省と2009年
度に向けての改善
点
②後期コースデザイ
ン報告会　2009年
度前期反省
③後期コースデザイ
ン報告会　2009年
度の反省と2010年
度に向けての改善
点

①2009年
3月24日
（火）
10:00－
16:00（５
時間）
②2009年
9月24日
（木）
10:00－
16:00（５
時間）
③2010年
3月24日
（水）
10:00－
16:00（５
時間）

○
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94 ○業務に関すること
を把握してもらう。
○基本的な授業の
すすめかたについ
て習得してもらう。

○講師マニュアルを
配布し、授業中及び
授業外での業務に
ついて説明を行う。
○初級及び中級の
基本的な授業のす
すめ方について説
明した後、模擬授業
を行いFBを行う。こ
れと同時に現職の
授業建学も行う。

○業務に
関する研
修･･･２時
間（その
後は必要
に応じ適
宜）
○授業に
関する研
修･･･約
10時間
（その後
は授業建
学、FBを
随時）

○ ○

教師のスキルアップ
ならびに教師間の
交流

○月２回の研究会
を実施（１回２時間）
常勤・非常勤全員
参加で担当者を持
ちまわりで決め、
日々の授業等の中
から選んだテーマに
ついて研究発表し、
参加者で意見交換
を行う。
○各レベルごとの授
業についてのすす
め方の説明並びに
模擬授業。半期ごと
に行う。１回につき６
時間（３日に分け
て）

「研修内
容」に含
む。

○

96 1）組織の働きの理
解及び当校での授
業の進め方の確認
2）初級レベルの授
業の進め方、クラス
コントロール等の確
認
3）初中級レベルの
教え方（初級との違
い）を知る

1）組織の概要説明
及び授業見学（当校
講師による授業）
2）初級レベルの教
案作成及び授業見
学（新規採用者によ
る授業）
3）初中級レベルの
教材分析及び模擬
授業（新規採用者に
よる）

1）一日
５時間
2）３ヶ月
＠２時間
×10　20
時間＋授
業見学
3）３ヶ月
＠２時間
×７　14
時間

○ ○

・各講師授業の取り
組みを知ることで、
各々の授業をより活
性化させる
・学校全体の授業
の質を向上させる

・年度内に新しい取
り組みをした講師に
よる事例発表
・プロジェクトメン
バーからの報告

・10月の
講師会
（１日）：プ
ロジェクト
メンバー
からの報
告　30分
・３月（年
度末）の
講師会
（１日）：
事例及び
プロジェ
クト報告
２時間

○

101 新規採用者のみの
研修としては行って
いない。全講師対象
に日本語教育にか
かわる内容で勉強
会を開き、知識を深
める。講師同士の
意見交換の場として
も使っている。

○教え方について
（文法、聴解、会
話、討議、作文小論
文）
○学生の母国につ
いての理解（どのよ
うにして今まで育っ
てきたのか（受験事
情）、中国の教育事
情、中国の学生へ
の対応の仕方）
○中国語講座（学
生の気持ちになって
授業を受ける）

１ヵ月に１
度（年12
回）

○

○ ○ ○

105 無し
○

無し
○

107 初任者研修 模擬授業による実
習（教案作成から確
認･指導していま
す。）

新規採用
者により
異なる ○

教育内容の変化の
対応

セミナー参加者の
報告会を兼ねた勉
強会により、現職教
師への構内セミ
ナー

１回２時
間　～　５
回 ○
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研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず 改組有

機関連番

108 １初級指導法の研
修会（非常勤講師）
２先輩教師の授業
見学
３研修授業

１模擬授業と反省会
２指導技術（クラス
活動やＱＡの方法な
ど）の建学→レポー
ト提出
３教務主任及び先
輩教師による授業
観察（観察者から新
任教師へのアドバイ
ス→レポート提出）

１　2009
年９月29
日　５時
間
２採用後
１ヵ月以
内　約２コ
マ～４コ
マ（※１コ
マ50分）
３採用後
２ヵ月以
内　約２コ
マ～４コ
マ（※１コ
マ50分）
終了後意
見交換

○

日本語教師の実践
力強化

全養教主催公開講
座への参加

2009年９
月５日
受講時間
３時間

○

109 当校のコースの特
色や学習者につい
て理解する。
当校の授業の進め
方を理解し、それに
そった授業準備が
できるようになる。
プロの教師としての
自覚を促す。

当校の採用の流
れ：採用試験→全
体研修（合格者の
み）→中間試験→
個別研修（合格者
のみ）→正式採用。
全体研修：当校の
概要説明。授業の
進め方の確認。初
級指導文型課題を
指示し、模擬授業実
施。発表内容につ
いての意見交換。
個別研修：実際の
授業を担当しながら
の教壇研修。一人
ずつ担当教官がつ
き、教案添削→模
擬授業→本番→振
り返りの流れを毎週
くり返す。担当教官
が独りで授業を任
せられると判断した
ら研修終了。

全体研
修：３時
間×３回
（週１回
×３週
間）
個別研
修：週１
回３時間
の授業を
担当（授
業前に教
案添削、
模擬授業
あり）。平
均３週間
程度、最
長３ヵ月。
学期末ま
でに修了
できない
場合は採
用見送
り。

・上記の
とおり、本
研修は採
用確定前
に行うも
のであ
り、採用
後は個別
に教案提
出などを
指示す
る。
・上記採
用研修は
年４回実
施（採用
試験の都
度行う）

○ ○

①実践発表会：専
任（常勤）、非常勤
の教師が主体的に
学び合い、自己教
育能力を高め、自
己研修型教師として
成長することを目指
す。
②専任（常勤）講師
研修：関東６校、近
畿２校の専任（常
勤）の相互理解をは
かる。他校舎や他
部門の情報を共有
し、専任講師として
広い視野を持ち、新
たな視点で自らの
業務への振り返りを
行う。

①☆外部講師（舘
岡洋子先生：早稲
田大学大学院教
授）によるレク
チャーと有志による
発表
・発表内容：日々の
業務･授業を通し
て、テーマ発見→実
践→振り返り→考
察の経緯･結論を発
表。
・発表例：ピアラーニ
ングへの取り組み、
生活者のための会
話タスク。
②１部：各校舎から
の現状報告、問題
提起
２部：特別プロジェク
トチームからの報告
（教材開発・ＥＰＡ介
護士受入・試験対
策）
３部：ワークショップ
「学習者の多様化
－日本語学校として
できること」

①１日４
時間（平
成22年度
から年２
回実施）
②１日８
時間

上記②は
平成22年
３月実施
したもの
です。

○ ○
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研修目的 研修内容 研修期
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等

その他
社会・文
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機関連番

110 授業担当をするた
めの最低限の知
識、技術、心構え等
について補完し、現
場即戦力の人材を
育成することを目的
とする。

学習者指導の基礎
的知識、態度、心構
え
授業の流れとカリ
キュラム全体の把
握
教案作成、模擬授
業、実技指導

授業開始
直前の１
～３日
間。新任
者の人数
などによ
り可変
2010年10
月期の
例：9:30
～12:30
（３時間）
×３日間
参加者
（新規採
用）５名
2010年１
月期の
例：9:30
～12:30
13:30～
16:30（６
時間）×
１日間
参加者
（新規採
用）１名

上記研修
参加の初
任者は無
給。交通
費は支
給。指導
講師は有
給。
初任月期
（３か月）
に２回、
教務主任
が授業観
察に入
り、指導
に当た
る。また、
非常勤講
師を含
め、相互
研鑽の意
識が高い
ため、互
いの授業
を見学
し、授業
の質的向
上に努め
ている。

○ ○

機関側主催の研修
会は行われていな
いが、講師の自主
的な活動として、下
記の日本語教師勉
強会」が行われてい
る。
【日本語教師勉強
会】
非常勤講師、常勤
講師が自らの意志
で発足させたもので
あり、日々の授業の
質的な向上を目指
し、相互研鑽するこ
とを目的とする。

【日本語教師勉強
会】
初級、中級、上級に
わたって、実際の授
業の方法と実践に
ついて、発表、検討
部分的な模擬授業
の相互評価
教具、教材の有効
的活用法のシェア
学習者指導につい
ての基本的な認識・
コンセンサスの構築

【日本語
教師勉強
会】
３か月に
一度、授
業期間終
了後の職
員会議が
行われる
日に行わ
れる。
15:30～
17:30（２
時間）

３ヵ月に１
～２回、
教務主任
やベテラ
ン教師が
各講師の
授業観察
指導に入
る。また、
非常勤講
師を含
め、相互
研鑽の意
識が高い
ため、互
いの授業
を見学
し、授業
の質的向
上に努め
ている。

○

112 ①本校では、通常、
未経験新規教師に
は単独でクラス授業
を始める前に、授業
アシスタントとして仮
採用し、専任教師の
アシスタントとして授
業見学、教案作成、
教務補助的作業な
どを通して、本校の
システム、カリキュラ
ム・教授法を学んで
もらう研修プログラ
ムを受け、その後、
本採用とするかどう
か決定する。
②平成21年度の新
規採用者は１名で、
本校採用前に経験
年数が８年あったた
め、研修内容は新
規採用者とは別の
プログラムであっ
た。平成21年度採
用者の他校で経験
した教授法を知り、
本校でのカリキュラ
ム、教授法・システ
ムなどを知ってもら
うことを主要研修目
的とした。

①採用を決定する
前、「日本語教育」
についての800字程
度のレポートの提
出、一定の経験者
には進行中の主教
材の授業50分の教
案作成・実技授業を
行い専任教師が教
案チェックと授業見
学を行って採用を決
定する。21年度の
採用者は、採用後、
すぐに授業を担当し
てもらったが、クラス
担任の専任教師が
必要な期間の教案
提出による継続的
な研修を行った。

①大学で
の日本語
副専攻の
新卒者な
ど授業経
験のない
場合は、
６ケ月、
通常は１
～３ケ月
程度、週
１～５日
の「研修
期間」を
設けてい
る。教案
作成、教
務補助と
１コマ（90
分）の授
業見学、
担当専任
教員によ
る指導
（50分
～）、学校
の業務時
間内の教
務補助
（本人の
希望時

○ ○

①本校採用５年以
内の教師について、
学生の授業アン
ケートの結果などか
ら、教師によって教
授法や授業内容に
バラつきがあり、学
生の教師・授業評
価に影響を与えて
いることが分かっ
た。特に主教材の
チームティーチング
に一貫性のないこと
が要因の一つと考
えられる。それぞれ
が特徴ある授業を
行うことは、学生に
とっても変化があっ
て良い点もあるが、
やはり、一定の授業
技術の水準や教師
問の統一性も必要
であることから研修
期間を設けることと
した。

①初級クラスについ
ては、本校では完全
なチームティーチン
グで行っているた
め、各単元ごとに担
当者を決めてその
課の導入・ドリルの
方法などを発表して
話し合うなどの研修
「勉強会」を実施し
ている。
②中級以上のクラ
スの担当者につい
ては、主教材（全員
同じ課）と中級文型
（同じ項目）につい
ての教案を提出して
もらい、個々に、専
任担当教員がフィー
ド・バックし必要が
あれば再度提出し
てもらった。
③中級クラス担当
教師についても、②
実施の後、意見交
換や継続的研修の
必要性を認識してさ
らに「勉強会」という
形で研修を続けるこ
とになった。

①初級ク
ラス担当
者は週に
一回（50
分）の勉
強会を
３ヶ月単
位で実
施。
②中級以
上のクラ
スでは、２
週に一回
（50分）
６ヶ月単
位で実
施。

○

119 経験のない教員に、
当校のやり方を知
り、当校教員として
教壇に立ってもらう
こと。

・授業見学
・教案提出と主任教
員からの教案指導
・主任教員による授
業見学と指導

採用後１
～２ヶ月

○ ○

日本語能力試験改
訂を受け新試験に
対する理解を深め
ること。

試験問題や対策問
題集を比較しレベル
や傾向を分析し話し
合う。

１日、約３
時間

○
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121 ①採用直後から初
日の授業までの間
に、当校のシステ
ム、教え方等を知っ
てもらう
②現場で通用する
レベル、当校で求め
るレベルの授業が
行えるようになる。
③全てのレベルの
基礎となる初級文
法、初級指導法をき
ちんと身につける。

①・当校のシステム
について。
・カリキュラム全般。
・担当する教材を
使って教え方の実
践指導。
②・担当する授業の
教案を提出してもら
い専任教師が添
削、指導をする。
・指導した教案に基
づいた授業のビデ
オを撮りフィードバッ
ク。
③初級レベルの教
え方を学びつつ教
師の振るまい、姿勢
についても学んでも
らう。
・担当の課を決め教
案作成→模擬授業
→フィードバックを
実施。

①３日程
度　12時
間
②３ヶ月
～６ヶ月
③３ヶ月
20時間

○ ○

中堅レベルの講師
（勤続２～３年）で、
初中級レベルを担
当している講師に現
在の教え方を見直
し、よりよい方法に
気づいてもらう。

・担当しているクラ
ス（参加者全員が同
じ教材を使用してい
るクラス）の授業の
様子を事前に撮影
し、各自フィードバッ
クを作成。反省点だ
けでなく改善案、悩
んでいる点なども考
えておく。
DVDの再生やその
場での実演を通し、
意見交換。最後に
今後の改善案を話
し合う。

研修その
ものは１
日４時間
事前準備
は２週間
程度

○

122 授業を行えるように
するため

採用後、教案の
チェックをする→模
擬授業

採用後、
約１ヶ月
間ほぼ毎
日／約40
時間

○

①会話テストを実施
するため、会話授業
の向上のため。
②学外で受講した
研修を学内で共有
するため

①会話テストのしか
た、データの抽出方
法、評価法　等
②学外で受講した
研修報告

①毎週１
時間（年
間12時
間）
②半期に
１度（年
鑑２回、４
時間）

学外で行
われてい
る研修に
参加し
た。

○ ○

123 ・日本語講師の自
覚
・講師力の強化
・多様化する学生へ
の対応能力の育成

授業見学
A.研修者が希望す
る講師及び教務が
指名する講師の授
業
B.上司（副学院長･
教務主任等）が研
修者の授業見学

４ヶ月～
６ヶ月

進学指導
研修会
中国語、
韓国語講
座

○ ○

・多様化する学生へ
の対応能力の育成
・実力アップ

模擬授業
あらゆる面からの意
見、相談、指導

長期休み
（春・夏・
秋・冬）中
に各３～
５日

進路指導
研修会
中国語、
韓国語講
座

○
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124 ①日本語学校の概
要及び本校の教育
について周知しても
らう。
②授業をする前に、
自信をつけ学生の
様子を把握してもら
う。
③今後問題意識を
持ちつつ授業に臨
んでもらう。

①〈日本で高等教育
を受けるために〉
日本語運用能力＋
複眼的に物事を捕
える力(批判的読み)
＊学生の目標は何
か?(言葉は道具)
＊教える立場であ
るあなたの目標は
何か?
〈日本社会に受け入
れられるように〉
＊週一回の掃除、
挨拶、正しい言葉づ
かい、時間厳守な
ど。
例：学生は、どんな
時謝るべきか？
②１回目：読解・文
法（初級から上級ま
での進め方）・授業
見学
２回目：聴解・会話、
討論（初級から上級
までの進め方）・授
業見学
３回目：作文、小論
文（初級から上級ま
での進め方）・授業
見学
４回目：中国の学校

①2009年
度後期新
人研修
８月25日
(火)　４時
間
②９月随
時（計４
回、一回
４時間）
③９月以
降（2010
年３月春
休み中に
発表）

○

初級の文法解説書
の問題点を探る

2009年10月～2010
年３月まで各自初
級を教える際の文
法解説書の問題点
（用語の混乱や問
題集との整合性な
ど）もチェックしてお
き、2010年３月に、
学校内での会議を
持ち統一を計る。

期間：６ヵ
月、時間
数：各自
準備の時
間＋会議
３時間

○

127 なし
○

なし
○

130 ・日本語教師として
のあり方マスターす
る
・問題解決の仕方
・学生の指導方法
の把握

・授業の準備
・授業の進め方
・授業のまとめ、テ
スト
・学生の評価
・学生の生活･進路
等の指導法
・教師間の連絡･
チームワーク･ミー
ティング
・報告書の書き方

６ヵ月間

○ ○

135 新人講師の技術力
向上のため

ベテラン教師による
教案補講（マンツー
マン指導）。新人教
師が教える全ての
文法項目に対して
個別に行う。

2009年４
月～2010
年３月
（時間は
講師のレ
ベルに
よって異
なる。

○

現職講師の技術力
向上のため

・ベテラン教師主催
の勉強会／年３回
・外部講師による講
演会／英語教育か
ら学ぶ／講師：田尻
悟郎氏

全て１日
４時間程
度

○

136 教師の教え方の指
導

模擬授業を２回行
い、授業内容につい
て参加講師との意
見交換

70分×２
回

○ ○

137 無し
○

学生の日本語運用
能力向上

・具体的な教え方
・聴解教材の使い方

週１回／
１時間 ○
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139 ・日本語教育機関に
おけるA｡C.C.の位
置、使命を理解し、
その中でどうふるま
うのかを知る。
・「自己研修ができ
る教師とは何か」を
知る

・教育目的の理解、
留学生受け入れ実
務の基礎知識
・学習の創造･促進・
支援･評価のための
知識
・問題発見･解決能
力･その他全般の実
践力養成

33時間＋
α

研修内で
出たテー
マについ
ての研究
と発表

○

常勤･非常勤全ての
教師が意志を同じく
し、協力して教育に
あたれる体勢の継
続

毎回テーマを決め、
担当者が準備、参
加者全員でディス
カッション等行なう

毎月１回
／1.5時
間

個別研修
有

○

141 新規採用者に対し
て授業がスムーズ
に進められるようす
るため

教案の事前提出、
授業後のフィード
バック

個別に異
なる

○ ○

149 OJTを中心に必要
に応じて行っている

○

①常勤講師相互の
授業見学（校内）（９
人）
②凡人社主催日本

○

151 教室での指導がス
ムーズに始められ
るよう、授業のくみ
たて等について研
修を行った。

・授業見学
・教案提出、添削な
ど

各教員に
より異な
る（１回の
指導は３
０分～１
時間程

○

教員のレベルアップ
のため

新しい日本語能力
試験問題の分析・
作成・検討

１日（４時
間の会
議。問題
は各自で
事前に作
成。）

外部研修
に参加

○

153 ①日本語科新人研
修
日本語科配属新人
教員に対する研修
で４月の学期開始
前に行い、日本語
科の概要、及び日
本語教育概論など
を学ぶ
②日本語教育関係
スタッフ研修
年に２回、教員全員
参加で行う研修会を
やっている。担当者
を決めテーマや内
容について検討して
もらい３月の卒業式
後と８月の夏休みの
間に行っている。今
年度は「異文化理
解」をテーマに取り
上げ、グループワー
クで「異文化理解」
について意見交換
し、理解を深めた。

①日本語科新人研
修
天理教語学院及び
日本語科業務全般
に関する説明。日本
語科概要、日本語
教育概論、日本語
教育の授業などに
ついての講義。
②日本語教育関係
スタッフ研修
・事前アンケートの
実施（文化･習慣の
違いに関する内容
のもの）
・研修に入る前のア
イスブレイク
・「異文化適応」に関
する発表（パワーポ
イントを利用して）
・グループワーク（４
つのグループに分
かれて実際にあっ
た異文化衝突の例
について話し合う）
・発表（講堂に集ま
り、各グループの代
表が話し合った内
容を発表する）

①日本語
科新人研
修　約６
時間
②日本語
教育関係
スタッフ
研修　約
４時間

・国際交
流基金関
西セン
ターの日
本語教育
研修会･
公開講座
への参加

○ ○

①海外拠点への派
遣
海外拠点（パリ、
ニューヨーク、シン
ガポール、香港）の
日本語学校へ専任
講師として派遣し
様々な日本語教育
の経験を積み、日
本語教師としての技
量を磨くことを目的
として派遣。
②パリ天理日仏文
化協会日本語教師
養成講座派遣
天理教語学院関係
機関であるパリ天理
日仏文化協会で毎
年３月に行われる
日本語教師養成講
座に講師として出向
し、その準備、授業
を通して自らも日本
語教師としての自己
研鑽を積む。
③天理大学日本語
教員養成課程教育
実習担当
天理大学で「日本語
教員養成課程」を履
修している学生の

①海外拠点への派
遣
天理教語学院日本
語科で２年勤めた
後、海外拠点にある
日本語学校で授業
を担当し主体的にク
ラスの運営、授業の
展開など日本語教
師としての技量に磨
きをかける。
②パリ天理日仏文
化協会日本語教師
養成講座派遣
天理教語学院での
勤務、及び海外拠
点日本語学校での
経験を通し、後進の
育成に携わりなが
ら、熟達した日本語
教師としての技量を
身につける。
③天理大学日本語
教員養成課程教育
実習担当
毎年６月に受け入
れている天理大学
日本語教員養成課
程の大学生に対し、
担当クラスで授業見
学、教案作成、模擬

①通常２
年の派遣
②毎年３
月の約３
週間
③毎年６
月の約１
週間

・日本語
教育能力
検定試験
の受験
・国際交
流基金関
西セン
ターの日
本語教育
研修会・
公開講座
への参加

○
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158 当校の教務目的で
ある「『学生が自ら
発見し、自ら思考
し、自ら説明する』
教育を通じ、高等教
育機関及び産業界
に数多く人材を輩出
する」を全てのス
タッフが共有し、全
ての学生の成長を
効率的に促進する
ため。

1.模擬授業
授業に入る前、ベテ
ラン教師が教案を
見て、訂正を入れな
がら、最終的に実際
のクラスや、希望者
を集めたクラスで模
擬授業を行う。教案
作成－訂正－授業
－フィードバックを
一貫して行い、新人
教員が教壇に立て
るように指導する。
これは新人教員必
修となる。
2.講師会
TLSに在籍する全
講師を対象に２ヶ月
に１度研修を開催し
ている。今年度行わ
れた研修は次の通
りである。
①教師の自己成長
の重要性：教師の
自己成長モデルと
問題解決法に関す
るワークショップ形
式で行った。
②コースデザイン：
短期コースをモデル
にグループに分か

1.３ヶ月
間、５～６
回程度
2.２ヶ月に
１回

○

当校の教務目的で
ある「『学生が自ら
発見し、自ら思考
し、自ら説明する』
教育を通じ、高等教
育機関及び産業界
に数多く人材を輩出
する」を全てのス
タッフが共有し、全
ての学生の成長を
効率的に促進する
ため。

1.研究授業
働き出してしばらく
たった教員が、自分
のブラッシュアップ
のために研究授業
を行い、他の教員に
意見を聞く。東洋言
語学院は学生の成
長のために、講師
が大切な存在であ
ると認識している。
教員一人ひとりが切
磋琢磨していくため
に、お互いの授業を
見学し、その後、意
見交換会を開いて
活発な意見交換を
行う。意見交換会は
決してあら捜しでは
なく、批評をする場
でもなく、お互いが
成長していく場だと
捉えている。
2.「【1】新規採用者
に対する研修の「研
修内容の項目2『講
師会』に同じ。」

1.３ヶ月に
６～７回
程度
2.２ヶ月に
１回

○

162 新採者の指導法の
充実をめざす

1.先輩教師の授業
参観と指導
2.研究授業と授業
研究

1.2.とも４
月～５月
中に各３
時間実施

○

相互の指導力の向
上をめざす

研究授業と授業研
究の実施

月１回／
１人ずつ
実施 ○

165 ・授業の進め方、学
生への接し方を学
ぶ。（常勤･非常勤）
・進路指導のやり方
を学ぶ。（常勤）
・本校の基本カリ
キュラムに沿った授
業計画が建てられ
るようになる。（常
勤）

・授業見学（常勤･非
常勤）
・模擬授業（常勤）
・「みんなのにほん
ご」を使った初級研
修（常勤）

２週間～
４週間
（非常勤）
１ヶ月～
半年（常
勤） ○ ○

・授業のスキル向上
（常勤･非常勤）
・進路指導のやり方
を学ぶ（常勤）

・授業見学（常勤･非
常勤）
・読解、聴解、作文
など１つの授業を取
り上げて教材を研
究したりやり方を検
討したりする。お互
いに模擬授業を行う
こともある。（常勤）
（毎年テーマが変わ
る）

４週間/
年

○ ○

166 ①本校の教育理念
に合った授業が出
来、各留学生の進
路に合わせた指導
が出来る教員にな
るよう研修を行っ
た。
②教職員の学生指
導の均一性と向上
を目的とした研修を
行った。

①校長、日本語学
科長により本校理
念と具体的な教育
内容について研修
を行った。
②教員毎の模擬授
業を行い、改善点
（評価を行い）を出
し、個々に指導を
行った。
③講師会に出席し
て、IGLの教育内容
を理解していただい
た。

各教員毎
に、数時
間実施し
た。

○ ○

①個々の教職員の
教育指導レベルを
上げるよう教職員内
での研修を行った。
②学生指導の均一
性と向上を目的とす
る。

①定期的に講師会
を実施して、その中
で研修も行う。
②個々の教職員の
授業を参観して、改
善点を指導してい
く。

月１回の
講師会に
より実施
（２時間
程度）

○ ○
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167 1.新任講師研修：本
校のシステム全体
を把握し、業務内容
を理解してもらうた
め
2.授業見学とミー
ティング：授業の進
め方の確認と授業
技術の向上のため

1.カリキュラム・スケ
ジュール（週･学期･
年間）等の説明、業
務内容の説明、ス
タッフ･校舎等紹介
2.専任が授業見学
をし、授業の進め方
についての意見交
換をする。経験の浅
い教師については
毎回教案を事前に
提出してもらい必要
であればアドバイス
をする

1.　2.5時
間
2.　学期
に１回（教
案提出は
１学期
間）

○ ○

コンピューターやプ
ロジェクターなど新
規導入機器を授業
でスムーズに使いこ
なすため

プロジェクター使用
講習会

１時間

○

169 新規着任研修
当校で授業担当を
するにあったて、組
織と教育方針を理
解していただき、皆
が同じ感覚で教育
に取り組めるよう考
え方を統一してい
る。又、授業の進め
方の基本スタイルを
覚えてもらう為に教
え方の統一のため
指導を行う。

日本語教育の現状
と課題。日本語学校
とは？・学習者の背
景・留学生指導の
心得・入管法・当校
の組織と校則・事務
的ルール・年間計
画・授業の進め方・
一日の流れ・技能
別指導法・機器の
使い方

３日間
（12時間
以上）

○

○ ○

A.教育に対する考
え方の統一
B.学校の状況につ
いての理解
C.個別の授業につ
いてのアドバイス

A.教育というものは
どうあるべきか。授
業に臨む姿勢はど
うあるべきかという
レクチャー。
B.学校の入学･退学
状況と行事等の目
的説明
C.授業を定期的に
チェックし、教務主
任と一対一で振りか
える

A.３ヶ月
に１度120
分実施
（計８時
間）
B.３ヶ月
に１度30
分実施
（計２時
間）
C.個別の
教師に対
するもの
で21年度
トータル
で、のべ
80人/80
時間

○

170 ①新規採用者（非
常勤講師）の教授
能力向上のため
②新規採用者（非
常勤講師）と現職講
師との交流のため

①教授能力向上の
ための教案検討会
②個別教案指導

①研修内
容①につ
いては、
新規採用
者（非常
勤講師）
の勤務開
始２か月
前から勉
強会に参
加しても
らった。
週１回90
分から
120分程
度。参加
者は新規
採用者を
含め８名
程度で
あった。
②研修内
容②につ
いては、
勤務開始
後、毎週
１回60分
程度の教
案指導を
行ってい
る。平成

○

①教授能力向上の
ため
②教師間の交流と
お互いの力量を知
るため

①一人が講師役と
なり、使用教材の注
意点や抑えるべき
ポイント等を報告す
る。また、それぞれ
の失敗談や体験談
を共有していく。
②グループワーク
形式での教案作成
と発表を行ってい
る。実際のクラスを
想定し、１コマ90分
の授業をどのように
進めるか、３人程度
のグループで話し合
う。

①研修内
容①につ
いては、
月に１回
90分程
度。以前
は１週間
に１回90
分程度
行ってい
たが、近
年は1か
月に１回
程度に減
少した。
②研修内
容②につ
いては、
月に１回
土曜日の
午後行っ
ている。
時間は１
回あたり
３時間程
度であ
る。

○

19 / 48



Ⅰ
【１】
1　新規採用者への研修 区分 2　現職教員への研修 区分
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず 改組有

機関連番

172 ①担当授業につい
ての教案指導
新規採用者が教壇
に立つ場合でも、学
習者に不利益となら
ないよう、授業内
容、指導法などを確
認する。
②出入国管理及び
難民認定法に関す
る勉強会
留学生及び在日外
国人学習者が日本
で生活する上での
アドバイスを行える
知識を養う。

①当校の教務主任
がマンツーマンの教
案指導及び学生管
理のトレーニングを
施す。教案に問題
があった場合は、完
成まで修正を繰り返
して行う。
②当校の生活指導
担当者が、留学生
及び在日外国人の
在留管理に関する
講義を施す。具体的
に事例等をあげ、対
応できる能力を養
う。

①採用日
より３ヶ月
間（ほぼ
毎日、必
要時間数
行う）
②６ヵ月
ごと（１回
２時間程
度）

月１回の
全員会議
にて、各
クラスの
状況報告
を行う。
必要に応
じたアド
バイスが
主任教員
と、生活
指導担当
者より施
される。

○ ○ ①出入国管理及び
難民認定法に関す
る勉強会
留学生及び在日外
国人学習者が日本
で生活する上での
アドバイスを行える
知識を養うため、出
入国管理に於ける
最新情報を確認す
る。
②主任職員研修
主任職員に対し、学
内指導の統一を図
るため、俊樹と情報
を共有する。

①当校の生活指導
担当者とのコミュニ
ケーションを円滑に
するため、事例報告
等による最新の情
報を共有する。
②部下に対する指
導、問題解決方法
の確認、日本語教
育の最新情報の共
有など

①６月ご
と（１回２
時間程
度）
②必要に
応じた時
間と回数
をその都
度決定
（２時間
～２日程
度／１
回）

月１回の
全員会議
にて、各
クラス及
び学内の
環境を確
認し、情
報の共有
と問題解
決にあた
る。

○

173 ・授業をはじめとす
る教師の仕事を覚
えていく過程におけ
る様々な援助
・疑問点･不安の解
消･軽減
・問題解決とその方
策に関する学習
・授業の進め方の
徹底指導
・初級教材の徹底
指導
・新任教師のスキル
アップ

①チューター制：新
人には世話役の教
師をつけ、教案をみ
てもらったり授業を
はじめとする様々な
業務の相談にのっ
てもらう
②勉強会Ａ：新人の
様子をみながら授
業などにおける疑
問点の解消、問題
解決、知識の確認
などを行ってる
③「みんなの日本語
Ｉ･II」を使用し各課文
型の導入及びドリル
の手順
④初級文法に於け
る問題点のピック
アップ及び解決

①チュー
ターをつ
けるのは
原則的に
最初の
３ヶ月
②勉強会
Ａは月に
一度程度
③④は週
１回（２時
間）×３ヶ
月

○ ○

・日本語教育に関す
る知識の確認･向上
及び問題点の検討
・進路指導に関する
知識の学習
・日本語教育能力
試験への対応

勉強会
①新しい日本語能
力試験について
②進路指導につい
て
③日本語教育能力
試験について

①～③平
均して１
～２ヶ月
に１回２
時間程度

○
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Ⅰ
【１】
1　新規採用者への研修 区分 2　現職教員への研修 区分
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず 改組有

機関連番

175 1.当校での授業の
進め方、教材の使
い方などに早く慣れ
てもらうため。
2.なかなか見えにく
い個別の授業を可
視化するため。
3.日本語教育に関
する知識があるこ
と、それを学習者に
伝えることは同じで
はないと認識しても
らうため。

①採用後、実際の
授業開始以前（可
能であれば週２回
程度）、本校の常勤
スタッフによる授業
を見学する。その際
その授業の教案を
作成し主任教員に
提出。自信の作った
授業の実際とを照ら
し合わせる。

①採用
後、授業
開始前の
準備期間
（約２か
月程
度）･･･4
～8h/1w
②授業を
担当しな
がらの研
修期間
（３～６か
月）･･･4
～8h/1w
+ 任意で
の授業見
学

上記①は
あくまでも
任意では
あるが、
未経験者
の場合に
は採用の
条件とも
なる。こ
の間は交
通費のみ
支給

○ ○

・中級レベルの教材
および授業内容を
考える。
・教師間のコミュニ
ケーションを活発に
する。
・非常勤講師にも、
当校への「帰属意
識」を高めてもらう

・学習者の多様な
ニーズにこたえるべ
く新しい中級レベル
の教科書を考える。
・３～４人でグルー
プを作り、教科書の
内容について課ごと
に検討し、授業内容
を考え、教材を考え
る。さらに、課ごとの
復習テストを作成す
る。
以上のことをあくま
でもグループ活動と
して行うことで、経
験豊富な教師と新
任教師の間の意識
の共有をはかる。ま
た、仙人教員自身
が、どのように非常
勤講師とともに関っ
ていくのか、校内の
目的を一つにして授
業を運営していくと
いう意識を育ててい
くのか　この研修を
通して学ぶ。

約１年･･･
2008年6
月～2009
年6月
※正確な
時間数
は、各グ
ループで
の話し合
いの時間
等が不明
なため提
示するの
が難し
い。

※同じ日
本語学校
の教員同
士とはい
え、常勤
―非常
勤、ベテ
ラン―未
経験者な
ど、運営
上問題の
あった教
師間の壁
を取り除く
という目
標を常勤
が主導し
全員が同
じ目標に
向けて動
くという活
動を通し
て実現さ
せていく
ということ
で、あえ
て「研修」
－特に常
勤講師へ
の―とし

○

176 新人、ベテランに関
らず自己研鑽は不
可欠であると考え、
すべての講師がそ
の機会を活かし、授
業の振り返り、専門
分野における知識
の確認、課題の発
見、取り組みなどを
通じ、より質の高い
教育を目指す。
※本校では新規採
用者と在職者の研
修の区別なし

すべての講師が
各々の研修テーマ
を持って研修を進
め、グループに分か
れて毎月１回報告
会を行うという形で
進めている。
テーマについては
特に制限を設けて
いないため、お仕着
せでなく各自が取り
組むべきだと考えた
課題に取り組んで
いる。
今年度テーマの一
例は、

報告会は
毎月１
回、約１
時間半と
いう限ら
れた時間
であるた
めに、実
質的にす
べてのメ
ンバーが
毎日報告
すること
は難しく、
３カ月に１
回程度と
なる。
また、１つ
のテーマ
に数年に
わたって
取り組む
者もあれ
ば、毎年
新しい
テーマに
取り組む
者もあ
る。いず
れにして
も、毎年

毎月の報
告会に参
加した場
合は「研
修費」が
支給され
る。学校
としては
研修の機
会と、そ
の必要性
について
の認識を
与えるこ
とに意義
があると
考え、実
施してき
た。しか
し、質に
ついては
各自に任
されてお
り、その
差異をど
う扱うべ
きか、現
在検討中
である。

○

本校では新規採用
者と在職者の研修
の区別なしのため
【1】と同様

○
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Ⅰ
【１】
1　新規採用者への研修 区分 2　現職教員への研修 区分
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず 改組有

機関連番

177 研修会の形式での
研修は実施してい
ない。
教員の水準向上の
ため、以下を行って
いる。
（新任教員）
・本校の理念、教育
目標について理解
を深めるため採用
時、個別に校長が
詳細に説明。
・授業担当以前の
授業見学と担当教
員による指導
・レベル担当教員
（コーディネーター）
が日常的に助言、
指導
・未経験者を採用し
た場合、教案作成・
テスト作成等を教務
主任もしくはレベル
担当コーディネー
ターの指導で行った
のち、教壇での実習
を行う。（約３ヵ月
間）ただし、最近は

○ ○

研修会の形式での
研修は実施してい
ない。
教員の水準向上の
ため、以下を行って
いる。
（全教員）
・会議を毎月定期的
に全教員を対象に
した会議を開催し、
教育課題について
の意見交換と検討
を行う。
・６ヵ月ごとに教員
の自己点検・評価を
行い、報告書をもと
に校長と面談。教育
課題の発見を目指
す。

○ ○

180 年２回
（春学期
開始時、
秋学期開
始期）講
師全員が
集まり、
問題点他
話し合い
を行って
いる。

○ ○

181 新規採用者が当校
の授業のやり方に
慣れる

○

①作文指導のワー
クショップ
　1.作文を多面的に
見る目を養う
　2.新たな気づきを
待つ
②模擬試験
　1.学校全体で進学
の気運を高める
　2.教師が面接を受
ける学生の立場を
理解する
　3.面接の場面を客
観的にとらえ、質問
の適切さを判断す
る。

①学生が書いた作
文を全員の教師が
添削をし、その修正
点、疑問点をグルー
プごとに発表する。
②ふだん面接指導
を行っている教師が
学生役をし、他の講
師が面接官役をし
て質問を受ける。そ
の後、学生役、面接
官役、それを見てい
た教師がそれぞれ
評価をし、研修後レ
ポートを提出。実際
の面接指導に役立
てる。

３カ月に１
回ぐらい
の割合で
実施
１回　約２
時間

○ ○

184 無し 無し 無し ○ 無し 無し 無し ○
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Ⅰ
【１】
1　新規採用者への研修 区分 2　現職教員への研修 区分
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず 改組有

機関連番

185 ・各教師の更なるス
キルアップ
・授業内容、クラス
運営に見直し
・情報の共有、報告
会
・専任講師、非常勤
講師の顔合せ
・現状の課題につい
ての提案

・レベル別（初・中・
上級）の授業運営
の概要
・メインテキスト･副
教材の効果的な使
い方
・自習の定着方法に
ついて
・入学から卒業まで
のカリキュラム･ビザ
更新等の流れ
・進路指導について
・Q&A、ケーススタ
ディ

・教師全
体での
ミーティン
グ＆研
習･･･10
時間
・初任者
研習･･･
10～20時
間

教師間で
の授業見
学、フィー
ドバック、
ＴＡと模擬
授業

○ ○

全体研修（全頁「1.」
参照）

○ ○

188
○ ○

192 授業の質を落とさな
いために、教師とし
て基本的な教授法
などを身に付けても
らうこと。

・初級･中級･上級の
各レベルにおける
授業の進め方、留
意点、テキストの説
明などを行った。
・授業を担当する前
に該当するレベル、
その前後のレベル
の授業見学を教務
課の教師とともに行
い、意見交換をし
た。その過程で、何
が重要かを体得し
てもらった。

３か月、
15～20時
間

○

・まんねり化を防
ぎ、日本語教師とし
て常に自己修練を
するきっかけ作りを
すること。
・共通する問題を解
決すること。

・担当教師がテーマ
を設定し、講義をし
た。
・今年度は特に中級
レベルの教授にお
ける問題点を話し
あった。
・他校の取り組みを
紹介した。

年間を通
して。20
時間程度

○

計 計 6 0 0 54 1 43 14 計 6 0 0 42 1 31 18 0
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【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用 2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度 ２０年度 ２１年度 ①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

1 カイ日本語ス
クール

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 専修学校久留
米ゼミナール
日本語学科

1 0 2 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 京都日本語教
育センター

0 0 1 000 000 000 011 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 000 000 000 011 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0

4 大阪YMCA国
際専門学校
日本語学科

2 3 0 100 100 010 020 000 1 1 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 000 230 000 000 000 0 2 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0

5 メロス言語学
院

2 1 0 000 000 000 000 001 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 000 000 000 001 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

7 仙台ランゲー
ジスクール
日本語科

1 0 1 000 001 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 000 000 000 001 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

12 長船日本語学
院

1 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 静岡日本語教
育センター

6 5 5 000 100 000 000 000 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 100 000 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 大原日本語学
院

0 1 2 000 010 000 000 000 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 010 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

21 福岡YMCA日
本語学校

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 KCP地球市民
日本語学校

0 0 1 000 000 011 000 000 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 001 000 000 010 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0

26 東京国際ビジ
ネスカレッジ

0 0 1 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31 学校法人　長
沼スクール

0 6 2 010 001 000 000 000 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 010 000 000 001 000 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

32 関西国際学院 0 2 0 000 000 001 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 001 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

34 ヒューマンアカ
デミー日本語
学校・大阪校

4 9 2 000 010 000 000 000 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 010 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

Ⅰ日本語教員等の
養成・研修に関する
個別調査　入力シー
ト（一般、日本語学校
等）

機関
連番

機関名
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【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用 2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度 ２０年度 ２１年度 ①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

機関
連番

機関名

37 MANABI外語
学院

1 1 1 000 101 000 000 000 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 000 000 001 100 000 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

38 神戸ワールド
学院

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

40 財団法人　大
阪YWCA

0 1 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

41 青山国際教育
学院

4 4 2 000 001 001 010 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 000 010 001 001 000 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0

43 名古屋国際日
本語学校

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

44 国際アカデ
ミーランゲージ
スクール

0 1 2 000 010 000 000 000 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 010 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

45 中央情報専門
学校日本語本
科

0 4 0 000 100 200 000 000 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 302 000 000 001 000 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0

46 千駄ヶ谷日本
語教育研究所
付属日本語学
校

1 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

47 京都民際日本
語学校

0 1 1 000 000 000 010 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 000 000 000 010 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

48 ECC日本語学
院名古屋港

0 1 1 001 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 000 000 000 001 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

49 東京国際日本
語学院

6 6 6 000 0000 222 000 444 0 0 2 0 4 0 0 2 0 4 0 0 2 0 4 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

52 国際ことば学
院日本語学校

2 2 1 000 101 100 020 000 0 1 1 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 000 100 100 021 000 0 1 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0

54 東京工科大学
附属日本語学
校

3 2 1 010 011 000 000 000 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 000 010 000 011 000 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0

57

アイビービジ
ネスカレッジ

1 0 0

000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

59

東京コスモ学
園

0 0 0

該当
なし

該 当 な 該当
なし

該 当 な

60 学校法人瓶井
学園
日本理工情報
専門学校
日本メディカル

3

001 000 011 000 000 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 000 000 000 012 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0
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【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用 2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度 ２０年度 ２１年度 ①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

機関
連番

機関名

64

千駄ヶ谷日本
語学校

0 0 0

000 000 010 001 000 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 010 000 000 001 000 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

66 日本学生支援
機構東京日本
語教育セン
ター

0 2 2

000 000 010 000 100 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 000 100 000 010 000 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

69

TIJ東京日本
語研修所

0 1 0

72

ユニタス日本
語学校

0 0 1

000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

73

横浜国際教育
学院

1 2 0

000 010 000 000 100 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 100 000 000 000 010 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

74
和歌山YMCA
国際福祉専門
学校日本語科

0 1 0

000 100 000 000 000 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 000 000 000 000 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

78

UJS Language
Institute

0 3 0

000 000 010 000 000 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 010 000 000 000 000 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

79

姫路YMCA日
本語学校

0 1 0

000 000 000 000 100 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 100 000 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

82

大阪YMCA学院日本語学科0 0 0

000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

91 （学）エール学
園日本語教育
学科

2 1 000 001 010 000 000 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 000 001 000 010 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0

94 専修学校久留
米ゼミナール
佐賀校日本語
学科

2

96 神戸YMCA学
院専門学校日
本語学科

1 000 000 100 000 000 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 000 000 000 000 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

101 クローバー学
院

1 1 000 000 010 000 000 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 010 000 000 000 000 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

105 明生情報ビジ
ネス専門学校

2 000 000 010 010 000 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 000 000 000 020 000 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

107 水戸国際日本
語学校

1 1 2 100 000 000 000 010 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 000 100 000 010 000 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

108 東北外語観光
専門学校

2

3 / 6



【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用 2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度 ２０年度 ２１年度 ①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

機関
連番

機関名

109 アークアカデ
ミー（関東６
校・新宿駅前
校とりまとめ）

10 5 4 000 040 000 000 001 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 1 010 020 000 011 000 0 0 0 0 0 1 2 0 1 0 0 0 0 1 0

110 Ａ.Ｔ.Ｉ.東京日
本語学校

1 2 4 111 000 001 000 000 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 001 000 000 011 100 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0

112 東京国際大学
附属日本語学
校

2 1 000 000 100 100 000 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 201 000 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

119 スバル学院 2 1

121 東京ギャラク
シー日本語学
校

1 000 000 002 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 000 000 000 002 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

122 明日香美容文
化専門学校日
本語課

1 2 1 000 000 100 000 010 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 000 000 100 010 000 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

123 クラーク外語
学院

3 1 4 000 101 000 000 000 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 101 000 000 000 000 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

124 神戸日本語学
院

1 1

127 （学）創研学園
看予備日本語
課

000 000 111 000 111 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1

130 国際語学学院 1 1 000 002 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 001 000 000 001 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0

135 岡山外語学院
日本語課

1 3 000 000 001 001 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 001 000 000 001 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0

136 福山YMCA国
際ビジネス専
門学校

137 （財）霞山会東
亜学院日本語
学校

1 1 1

139 A｡C.C.国際交
流学園

1 2

141 大阪文化国際
学校

1

149 専門学校岡山
ビジネスカレッ
ジ

4 3 000 000 010 001 000 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 001 000 000 010 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
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【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用 2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度 ２０年度 ２１年度 ①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

機関
連番

機関名

151 愛知国際学院 3 2 3 110 010 000 010 010 1 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 020 000 000 120 000 0 0 0 1 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0

153 天理教語学院
日本語課

6 2 1 000 100 211 000 000 0 1 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 000 010 000 201 000 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0

158 東洋言語学院 1 1 000 110 001 000 000 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 010 000 000 000 101 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

162 九州日本語学
校

1 1 000 001 000 100 000 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 000 001 000 100 000 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

165 関西語言学院 3 4 3 000 500 000 000 000 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 200 000 000 300 000 2 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

166 IGL健康福祉
専門学校

3

167 （学）深堀学園
外語ビジネス
専門学校

169 東京三立学院 1 3 000 010 000 000 000 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 000 010 000 000 000 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

170 アジア日本語
学院

1 000 000 000 001 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 001 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

172 東京中央日本
語学院

3 3 2 000 122 000 000 000 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 0 110 010 000 002 000 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2 0

173 国書日本語学
校

2 5 010 111 100 110 000 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 100 210 010 011 000 1 2 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0

175 ヨシダ日本語
学院

176 関西外語専門
学校

1 1 1 100 000 000 010 000 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

177 京都文化日本
語学校

2 4 000 000 122 111 434 0 0 1 1 4 0 0 2 1 3 0 0 2 1 4 210 010 000 000 000 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

180 学朋日本語学
校

181 東京国際文化
教育学院

1 1 1 000 100 000 000 000 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 100 000 000 000 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用 2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度 ２０年度 ２１年度 ①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

機関
連番

機関名

184 日東国際学院 3 001 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 000 001 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

185 松戸国際学院

188 武蔵浦和日本
語学院

3 000 020 000 000 000 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 020 000 000 000 000 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

192 エリート日本
語学校

3 4

86 116 94 4 17 13 4 12 5 17 16 11 11 4 14 15 6 11 14 8 2 12 2 12 12 1 23 1 10 3 2 23 1
296 50 60 50 38 49 39
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日本語教員等の養成・研修に関する個別調査の結果について（地域）

Ⅰ
【１】
1　新規採用者への研修 区分 2　現職教員への研修 区分
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず

6 日本語ボランティアの
活動内容について活
動前に知ってもらう。

・日本語ボランティ
ア養成講座
・外部の講師を招
き、実践形式の授
業を行ってもらった
り、心構えについて
の話をきく。

年５回。１
回1.5時
間

○

スキルアップ ・日本語ボランティ
ア養成講座
・外部の講師を招
き、実践形式の授
業を行ってもらった
り、心構えについて
の話をきく。

年５回。１
回1.5時
間

○ ○

8 新規日本語教育ボラン
ティア養成講座

NPO法人実用日本
語教育推進協会専
属講師によるボラン
ティアとしての心構
えや、教え方等の
講座。

５月17日
～６月14
日、９月
27日～11
月１日、７
月22日～
８月19日
に各２時
間×５回

講座の
後、オリ
エンテー
ションを
行う（５回
程度）。 ○ ○

月・木、各クラスの
講師のブラッシュ
アップ、年２回

他機関より日本語
講師を招き、教材の
使い方、日頃の疑
問点等について研
修を行う。

年２回（各
２時間程
度）

月クラス、
パワー
アップ（在
籍講師に
よる研修
会） ○ ○

9
○ ○

10 日本語初級に対する
指導法を学ぶ

日本語教科書「み
んなの日本語初級
Ⅰ」を使い、指導法
を学ぶ。

H19、９月
15日～12
月15日、
13回、30
時間

○

日本語指導法のレ
ベルアップをはか
る。

日本語教科書「み
んなの日本語初級
Ⅱ」を使い、指導法
を学ぶ。

２００９年
12月５日
～12月26
日、４回、
８時間

○

11

○

日本語ボランティア
の養成。
レベルアップ。
日本語教室へのボ
ランティアとして参
加、協力。

生活者としての外
国人のための日本
語。
日本語指導者養成
講座。
「みんなの日本語初
級ⅠⅡ」の教え方

平成21年
９月～平
成22年２
月、20
日、40時
間

○

14 ○ 当会でボランティア
として日本語を教え
ている方達のスキ
ルアップのため

・「助詞を主にした
文法について」：
「は」「が」の違いな
ど。
・「みんなの日本語」
の使い方と教え方：
当該のテキストブッ
クの狙いと実践的
な使い方。
・「実践的な教案の
作り方」：発話を効
果的に促すシチュ
エーション提示につ
いて。

週１回、
全３回。
初回のみ
２時間
半。

○ ○

機関
連番
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Ⅰ
【１】
1　新規採用者への研修 区分 2　現職教員への研修 区分
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず

機関
連番

15 中区は横浜市のなか
で、最も外国人登録者
が多く、９人に１人は外
国人という現状であ
る。なか区民活動セン
ターに寄せられる相談
のなかでも、日本語を
教えてくれるところを案
内してほしいという要
望が多かった。
よって、すでに各団体
が日本語教室を展開し
ていたが、なか区民活
動センターの事業とし
て「日本語ひろば」を開
催するに至った。
平成19年10月に初回
の養成講座を実施した
が、その後、ボランティ
アの減少と学習者の増
加に伴い平成21年度
に第３回目の養成講座
を実施した。

すでに日本語教室
を開催しているNPO
法人が講師となり、
市販のテキストを使
用し、「日本語ボラ
ンティアとは」、「日
本語初級の教え
方」について講義形
式で行った。
また、日本語教室
が開催されている
現場を見学した。
今回の養成講座は
「夜の部」の需要が
多いため、夜間に
活動可能なボラン
ティアを募集したい
と考えた。そのた
め、講座開催時間
帯を18：00～20：00
に設定した。

６月から７
月にかけ
て全６回
開催。
１月に２
時間の講
座、計12
時間。

参加費は
無料。た
だし、テ
キスト購
入費用と
して2,500
円＋税が
必要と
なった。こ
の費用は
参加者負
担。

○

○ ○

16

○

日本語の初期指導
ができる人材の開
発と育成及び区内
の日本語ボランティ
アグループの連携

･教室活動の手法に
ついて
対話力のアップ
・区内日本語ボラン
ティア教室の紹介
・実践的教室活動
や教材の紹介等

平成21年
９月10日
（木）～10
月22日
（木）、全
６回。２時
間×６=12
時間。

対照：１年
以上のボ
ランティア
経験者、
若しくは
日本語学
校の養成
講座（420
時間）終
了。参加
費：6,000
円

○

○

17 地域で暮らす外国籍市
民への日本語指導法
や、日本語指導ボラン
ティアの様々な活動に
ついて学ぶ。

○ ○

地域で暮らす外国
籍市民へ日本語を
指導する。ボラン
ティアのステップ
アップ。

○
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19 ①初級コース：地域で
活躍する日本語ボラン
ティアを対象とすること
により、ボランティアの
活動を支援するととも
に、日本語ボランティア
の養成を行う。
②中級コース：平成２１
年度より、中級講座を
開設し、活躍中のボラ
ンティアのレベルアップ
／ブラッシュアップを行
う。

①ボランティア日本
語教室とは／文法
／生活の中の漢字
／生教材の使い方
／リソース型生活
日本語の活用
②年少者への教授
法／授業の組み立
て方／教材作り

①・昼
コース：11
月7日～
12月１日
(５回）、
14：00～
16：30
・夜コー
ス：11月
10日～11
月24日(３
回）、18：
30～20：
30
②３月14
日（１回）・
10：30～
16：30

○

○

日本語ボランティア
の質の向上

文法、教え方、教材
の使い方のレク
チャー

数ヵ月に
１回

○ ○

20 ボランティ
ア団体の
ため、資
格は問わ
ずオリエ
ンテー
ションの
みで採用
していま
す。ボラ
ンティア
希望者の
ための研
修は行っ
ていませ
ん。

○

①日本語文法事項
の習得
②テキスト各課の教
授法の習得
③「対話活動」の習
得

①形式名詞の「こ
と」と「の」につい
て。「みんなの日本
語」26課の教え方
②「みんなの日本語
中級Ⅰ」の使い方
③吉田聖子氏によ
る全10回講座。「対
話活動を中心に」

①４月か
ら６月ま
では、月
１回各２
時間の勉
強会で
す。
②10月か
らは外部
講師を招
いて各２
時間全10
回、20時
間の研修
を継続
中。

○ ○

23 ○ ○
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24 町村主催の日本語教室
の日本語指導ボランティ
ア養成のための研修だ
が、８年ぐらい前から、学
校へ日本語指導者が配
置されるようになり、学習
会に日本語教師の依頼
が来るようになった。
たとえ地域の日本語教室
でも、指導者には日本語
の基礎知識は持ってもら
いたいと開始した研修な
ので、教授法の基礎を
持っている指導者が多
い。日本語教室で実践
し、教室の親たちの実態
を知っている日本語指導
者は、学校での子供たち
への対応も含め、学校教
師への理解促進にも大き
な成果を上げている。実
績評価があるため、毎
年、市の教育委員会から
講師派遣依頼が来る。
市町村主催の日本語教
室指導者育成と、現職日
本語教師へ指導と課題
解決の為の研修としてい
る。今後、地域の日本語
指導者の育成やレベル
向上は、大きな課題とな
ると思うが、地域の外国
籍住民の実態（親の現
状）を知らなくては、本当

・日本語教育の基
礎知識
日本語の音声：母
音・子音、リズム、
半母音、アクセン
ト、イントネーション
日本語の文法：動
詞、形容詞、助詞
日本語の文字／表
記：ひらがなの問題
点
・社会言語学
・文法上のコミュニ
ケーション行動

１年間（毎
月２回（１
回２時
間）、年間
24回（48
時間）。
・実践研
修日　12
回（地域
日本語教
室での実
践）
・教授法、
心理学研
修日　12
回（日曜
日）

教授法は
必須科目
（指導法
は統一す
る）
日本語は
誰にでも
教えられ
ると思う
概念を捨
ててもら
う。
外国籍住
民の学ぶ
意欲や能
力を評価
する日本
人を増や
したい。

○ ○

日本語能力試験を
受ける受講生へも
対応できる日本語
指導者の育成（教
授法）
外国籍住民の国際
法や立場での基礎
知識
学校で進級して行く
子供たちへの学習
言語の段階的指導
方法
教科指導に移行す
る時期
漢字圏と非漢字圏
の子供への漢字指
導の違い
日本語指導と国語
の教科書の指導要
項の交わり…学年
と指導項目

主に子供の日本語
指導者への研修が
多いので、学校内
で困っている点に重
点を置き指導してい
る。
初期の文字指導
（表記）が徹底して
いないため学習言
語に結び付かない
場合が多い。
子供への対応は、
心理学を学ぶ研修
が必要。
学校教育現場に必
要とされる本語指
導者とは…。

現職教員
には、現
実に抱え
る問題を
一緒に考
えてあげ
る研修が
必要。
100の事
例があれ
ば100の
解決策が
ある。
研修で何
を求めた
いのか…
現職教員
ゆえの悩
みがそれ
ぞれあ
る。

○

25
○ ○

27 電気通信大学池田教
授を中心に、学習支援
中の疑問解消など教
授法の向上を目指す。

「みんなの日本語
Ⅰ・Ⅱ」を使った模
擬授業、教本の使
い方、教授法など

２００９年
10月～２
０１０年３
月、第３
木曜日
（全６回）
10月15日
～３月18
日
時間：14：
00～16：
00

場所：電
気通信大
学　P棟
学習室
講師：電
気通信大
学国際交
流推進セ
ンター
池田　裕
教授
参加費：
全６回
1,500円
定員：25
名

○

日本語ボランティア
入門講座で足りな
かったことやレッス
ン中に感じた力不
足などを解消する。

Aコース：初級
・「みんなの日本語
Ⅰ」を使った初級問
題の作り方、「初級
文法」　助詞
Bコース：中・上級
・「みんなの日本語
中級」の進め方、他
「中・上級文法」等

Aコース
３月８日
（月）・３月
15日（月）
午後１時
30分～４
時
Aコース
３月19日
（金）・３月
26日（金）
午後１時
30分～４
時

定員：各
コース共
20名
場所：電
気通信大
学　P棟２
階218教
室
講師：電
気通信大
学　国際
交流セン
ター　准
教授　笠
原ゆう子
費用：各
コース
￥700（資
料代含
む）

○

28 ①指導者の指導力の
向上
②学習（指導）内容の
最適化

①オリジナルテキス
ト、マニュアルの使
い方
②市販教材を使っ
た指導方法
③子どもに合わせ
た教材の選び方、
使い方

４月～３
月、50時
間

○

①教師の指導力の
向上
②学習内容の最適
化

①オリジナルテキス
ト、マニュアルの使
い方
②市販教材を使っ
た指導方法
③子どもに合わせ
た教材の選び方、
使い方

４月～３
月、50時
間

○
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29 教師の指導力の向上 ①学習者のレベル
に合わせた教材選
び、使い方、及びカ
リキュラム作り
②指導内容の具体
的な検討

４月～３
月の間で
10時間

○ ○

30

○

①新しいボランティ
ア講師育成のため
②現在、ボランティ
ア教師をしている人
達のレベルアップの
ため

日本語教授法
初級の教え方

２０１０年
８月17日
～９月14
日、全５
回、15時
間

○

33 当財団で日本語講師
に新規で登録した方を
対象に、日本語の教え
方の講座

・日本語教育、特に
初級教育の概略
・新案の作り方
・授業の進め方など

４回（各３
時間）

○

日本語講師ボラン
ティアのスキルアッ
プを目的とする。

コミュニケーション
能力を伸ばすの
は。

１回（３時
間）

○

35 教授力の向上 ・授業見学
・教案チェック
・チューターによる
授業へのアドバイス

６時間

○ ○

36

○

ボランティアで教え
ていただいている日
本語教師の方々の
スキルアップと教え
方に関する問題点
等を少しでも解決す
るため

第１回目：動詞の意
向形、意志の強さ
の違いについて
第２回目：「〓てく
る」（「〓ていく」）を
考えよう
第３回目：初級教授
の留意点について
意見交換、日本語
検定実践問題（文
章題）

１．平成
22年１月
29日（金）
19：30～
21：00
（1.5時
間）
２．平成
22年２月
19日（金）
19：30～
21：00
（1.5時
間）
３．平成
22年３月
26日（金）
19：30～
21：00
（1.5時
間）
計4.5時

○ ○

39
○ ○

42
○ ○

50
○ ○

51 ①ボランティアのスキ
ルアップ
②新ボランティア養成
のため

より実践向きな指導
をできる様な内容

１日３時
間、４回

○ ○

53
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55 市内在住又は市内の
日本語教育で学習支
援を行いたいと考えて
いる方、関心のある方
を対象に支援ボラン
ティアの基本的な知識
や基礎的な日本語の
教え方について学び支
援できる人材を育成す
る。

①日本語教室及び
講座概要説明
②授業見学、講話
「学習ボランティア
の心構え」
③講義「日本を教え
るコーノ」文法と語
彙、発音と表記（講
師：大学准教授）

１日（１０：
００～１
６：００）

○ ○ ○

多様化する学習者
への教授方法と学
び、指導法の再確
認を行うとともに、
指導に関する疑問
点の解決を図ること
で指導技術の向上
を目指す。

「より効果的な指導
へのアドバイス」講
義（講師＝大学准
教授）

２時間（１
３：００～
１５：００）

○

56 主に初級クラスにおけ
る日本語教育に携わる
教師として心得るべき
基本的日本語の特色
（発音、表記、文法等）
の取得を目的とする。

「みんなの日本語
Ⅰ」（株　スリーエー
ネットワーク）に沿っ
て教えるべき文型、
文法事項、ポイント
を要約したプリント
を作成し、そのプリ
ントの内容を学習す
る。

２００９．
５．14～２
０１０．１．
21
22.5時間

○ ○

1.に同じ 1.に同じ 1.に同じ

○ ○

58 ボランティアの日本語
指導に対する理解を深
めるため。

経験者の話を聞く。 １日２時
間 ○ ○

61 外国籍市民に日本語
を指導する日本語支援
ボランティアとして活躍
してもらうために必要
な心構えや知識等を習
得してもらうため。

別紙のとおり 平成21年
8月21日
～11月27
日
全15回
計30時間

○

※平成21年度は実
施していません。

○

62

なし ○

講師の養成を希望
する県内ボランティ
ア日本語教室や新
たに日本語を教え
たいと希望する団
体に派遣すること
で、実践的な日本
語教授法を習得す
る機会を提供する。
派遣先：日本語
サークル「かぼ
ちゃ」・龍ヶ崎日本
語ボランティア「フレ
ンド」・ソフィア国際
交流協会・下館国
際交流協会・美浦
村国際交流協会・
東海日本語ボラン
ティア教室・
TokaiJLTにほんご
教室・那珂市国際
交流協会・東海村
国際交流協会・守
谷国際交流協会

総研修時
間を、20
時間を下
限、30時
間を上限
とする。
典型的な
例として、
１講座　２
時間×15
回実施。

○
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63 年少者日本語指導の
理解（新規）とスキル
アップ

１．日本人と日本語
２．多文化をつなぐ
子どもの「場」づくり
をめざして「外国人
児童生徒教育」の
現状と課題

１．３時間
２．3.5時
間

他市の講
座に積極
的に参加
するよう
に呼びか
けてい
る。

○ ○ ○

65 新規日本語学習支援
ボランティアの養成

１）日本語学習支援
活動の理解（ボラン
ティア活動を知って
もらい、興味をもっ
てもらう）
２）学習支援の方
法・内容を知る（自
分でもやれそうだ・・
と思ってもらう）

H21.6～8
月に６日
間、各５
時間の養
成講座
を、山形
県国際交
流協会と
共催で開
催

○ ○

会員の資質向上 マンツーマンレッス
ンをするための
様々なテクニック

H21.10.18
５時間
山形県国
際交流協
会と共催
で開催 ○

67
○ ○

68

○

ボランティアで構成
された教室運営な
ので、定期的に「ボ
ランティアとは何か」
から始め、活動の
理念・目的を共有し
ながら、実際に外国
人が日本語を使え
るようになってもらう
ための教え方のス
キルアップ。

サバイバルレベル
の日本語学習者
に、覚えた日本語を
日常的に使ってもら
うにはどのような配
慮、教え方が良い
のか。
まず、２～３人のボ
ランティアでグルー
プを作り、その場で
特定の文型をモデ
ルに模擬授業を展
開し、その授業に対
して他の参加者全
体で協議・検討を
し、最善と思われる
ケースを皆（含む外
国人学習者１人）で
共有した。
反省：評価者の不
在

５月　３時
間
６月　３時
間
９月　３時
間

近隣市町
村の国際
交流協会
主催の研
修会に参
加。
松戸市、
柏市、我
孫子市、
つくば大
学院大学
延べ16人 ○
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70 21年度には初任者が
本校になく、研修して
いません。

○ わかる授業の推進
・本校での実践紹介
（４月）
（取り出し授業やTT
授業での工夫）
・一斉授業での工夫
を考える（８月）

４月
外国人生徒（日本
語が不十分な生
徒）のつまづきの特
性について。
社会科取り出し授
業の進め方（意味
理解、音読中心）
８月
一斉授業のなかで
外国人生徒に少し
でも理解させるため
には・・・。
実践を通じて意見
交換（教科書音読、
見せる資料の展
示、板書での漢字
ルビうち、やさしい
日本語の使用、短
い文で話す、など）

４月３日
職員研修
中の１時
間

８月25日
職員研修
中の２時
間

毎月の職
員会議に
おいて、
外国人生
徒の日本
語状況に
ついて報
告をして
いる

○

71 当協会が公益社団法
人として行っている対
象別日本語教育及び
その他の事業につい
て、その主旨、概要の
理解。
新入会員研修後にほ
ぼ全員が担当するビジ
ネスマン等に対する初
級日本語教育の実践
法修得。

「新人会員研修」
協会事業・組織説
明、ビジネス日本語
初級の授業Ⅰ・Ⅱ、
ビジネス日本語中・
上級の教え方、年
少者に対する授
業、留学生に対す
る授業、技術研修
生授業、定住者に
対する授業、地域
日本語支援、ITの
活用術、等。

４月１日
～７月16
日
毎週水・
木曜日
13:30～
17:30
合計100
時間

○ ○ ○

①外部講師および
協会内部講師によ
る講義、分科会活
動を通して会員の
教授能力等、資質
向上を図る。
②対象分野別の内
部研修を通して教
授能力、教材作成
開発能力の向上を
図る。

①定例会員研修
・内部講師による講
義、ワークショップ
AJALT
STANDARDSを考
える（CEFRを基にし
たCds、タスク重視
の活動例を対象別
に考える。各プロ
ジェクト報告）、グ
ループに分かれて
の分科会活動等
・外部講師による講
義
ビジネス現場と日本
語教育現場を繋ぐ
には、インド最新事
情、文章表現演習
等
②内部研修会
・年少者授業研究
会、ビジネス日本語
中・上級授業研究
会、地域日本語支
援研究会等

①毎月第
２・第４木
曜日
13:30～
15:30、年
間合計約
40時間
②年間合
計26時間
（不定期
に実施）

○

75 外国人児童を対象とし
た子ども日本語教室を
開設するにあたり、開
講した。

・地域にある子ども
のための日本語教
室の事例の報告
・子どもへの日本語
指導の方法と留意
点
・外国人児童生徒
の現状と課題

３日間　６
時間

○ ○

日本語教室ボラン
ティアをするなか
で、様々な疑問や
戸惑いが生じる。そ
れらを軽減するため
研修を開いた。

・日本語を話せない
学習者への対応方
法は？
・学習者のレベルに
応じた指導方法に
ついて
・言葉の概念につい
て
・集中できない子ど
もの対処法につい
て

１回、２時
間

○
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76 識字ボランティアを養
成し、多文化共生社会
の実現に寄与する。

・川崎市識字学級
の歴史
・外国人の生活課
題
・学習支援の方法
ほか

9/18（土）
～12/18
（土）
全８回
16時間 ○ ○

識字ボランティアの
資質向上、スキル
アップ

・「はじめての日本
語」の使い方
・会話のもり上がる
学習の進め方
・就労者への日本
語支援（ビジネス・
コミュニケーションと
は）

９月～３
月
全５回
10時間

○ ○

77 外国人の子ども対象の
日本語教室を実施する
にあたり、ボランティア
を養成するため

・日本語ボランティ
アとは（外国人との
コミュニケーション、
日本語文法）
・日本語の教え方
入門（教え方のポイ
ント、教具の紹介、
ドリルの進め方）
・年少者への教え
方入門①（教え方
の問題点とポイン
ト、ひらがなの導入
と練習）
・年少者への教え
方入門②（教科の
教え方とリライト方
法、漢字の導入と
実習）

全４回（１
回２時間）

○ ○

外国人の子ども対
象の日本語教室を
実施するにあたり、
ボランティアのスキ
ルアップを図るため

・外国人児童生徒
の現状と課題
・子どもへの日本語
指導の方法と留意
点
・地域にある子ども
のための日本語教
室の事例報告

全３回（１
回２時間）

○ ○

80
無し 無し 無し ○ 無し 無し 無し ○

81 該当する研修なし　当
協会は石川県日本語
講師会に日本語授業
を委託しており、新規
に講師会に加わる講
師に対する研修は講
師会が独自に行ってい
る

○

①「外国人に日本語
を教えたい人のた
めの基礎講座in金
沢」②「外国人に日
本語を教えたい人
のための基礎講座
in輪島」③「日本語
講師スキルアップ塾
出前講座」④「日本
語講師スキルアップ
塾　集中講座」⑤
「日本語講師スキル
アップ塾　テーマ別
研修会」

①地域の日本語教室
で日本語を教えてみ
たい人を対象に、県
内の在住外国人の状
況、外国語学習体
験、言語学習観、レ
ディネスとニーズ、日
本語の教材、教室活
動のいろいろ、教室
活動を考えてみる等
の講座を実施②同
上。地域の現状に合
わせて細部を変更③
県内４ヵ所の既存の
日本語教室を対象と
して、教室運営や教
室活動の上で課題と
なっていることについ
て各教室２回の講座
を実施した④金沢え
お会場に、県内で地
域日本語教育に関わ
る全ての人を対象に、
主に教室活動やドリ
ルの仕方にフォーカ
スして研修を実施した
⑤年５回、大学教授
など日本語教育、多

①９月１日
～１０月２
９日　３０
時間　②１
０月２１日
～１２月１
６日　３０
時間　③６
月～翌年
２月の間
４つの教
室を対象
に　各３、
４時間×
１、２回④
１２月５日
～１月１６
日の間の
土曜日４
回　１回４
時間⑤６
月～翌年
２月の間
の土曜日
５回　１回
３時間
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83 当公社では、臨時職員
が中心となり、日本語
ボランティア組織「下田
にほんごの会」メン
バーの協力を得て「外
国人のための日本語
教室」を行っていたが、
平成22年度より、日本
語教室を「下田にほん
ごの会」へ運営委託す
ることになった。そこで
「下田にほんごの会」
のメンバーが４名と少
ないこともあり、運営及
び指導が潤滑に進む
よう、新規日本語ボラ
ンティア募集という形で
養成講座を開催するに
至った

講師：新野佳子氏
（社）国際日本語普
及協会（AJALT）講
師による「外国語と
してとらえた日本語
―日本語教室の基
礎知識」①日本語
ボランティア入門講
座②テキスト「みん
なの日本語初級
Ⅰ」を用いて外国人
にどのように教える
か具体的な指導方
法

H21年3月
20日～21
日　２日
間　１０時
間

現在登録
している
ボランティ
ア日本語
教師は約
２０名い
ますが、
月３～４
回ある教
室で、常
に来てく
ださるボ
ランティア
教師は１
０名程度
です。個
別調査に
おいて
は、ご協
力いただ
ける方５
名にお願
いしまし
た。

○ ○

１に同じ

○ ○

84 新規の日本語教師を
対照に千葉市の実施
する日本語指導ボラン
ティア講座に参加して
いただき、外国人を対
象とした日本語指導に
役立ててもらう。

1.「みんなの日本
語」を活用した指導
法を学ぶ（千葉市）
（スリーエーネット
ワークが発行する
テキストで鴨川市国
際交流協会で使用
している）

千葉市
３時間×
16回　１
名参加

○

千葉市国際交流セ
ンターの実施する日
本語ボランティア・
スキルアップ講座に
参加し、基本の教え
方の他に、様々な
方法でも学び、日本
語指導に生かす。

教科書「にほんご」
を活用し、絵を使用
した日本語の指導
法を学ぶ。

２時間×
８回

○

85 （日本語ボランティア入
門講座）地域の国際化
が進む中、外国籍住民
が自立した生活をする
上で最も重要な日本語
学習を促進するため日
本語ボランティアを養
成する。

「みんなの日本語初
級I」「みんなの日本
語初級II」をテキスト
として「基礎I」「基礎
II」全16回の講座で
文法、実践教授法
を学ぶ。

「基礎I」
平成21年
５月～８
月　８回
25時間
「基礎II」
平成21年
９月～12
月　８回
25時間

○

（日本語ボランティ
ア専門講座）嶺南地
域の日本語ボラン
ティアを対照に専門
的な研修講座を実
施し、日本語指導技
術の向上と国際交
流・協力に貢献でき
る人材を養成する。

「これからの日本語
ボランティアについ
て考えてみよう！」
をテーマとし、土井
佳彦氏（名古屋大
学留学生センターと
よた日本語学習支
援システム　システ
ム・コーディネー
ター）を講師として
招き、専門講座を開
催。

平成21年
８月22日
（土）
13:00～
17:00（計
４時間）

○

86 無し
○ ○
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87 識字ボランティア育成
を主眼に地域から多文
化共生社会の実現に
向けて、自ら考えて行
動を持てるようになるこ
とをめざした。

・オリエンテーション
・ボランティアとして
の心構え
・外国人市民の現
状と課題
・にほんご学習支援
とは
・コミュニケーション
の取り方について
・にほんご支援の場
の作り方について
・にほんごボラン
ティアを考える
・ゲームで学ぶ異文
化体験
・ボランティアの心
構え

期間：10
月～２月
全15回
時間：10
時～12時
受講者：
35人

○ ○ ○ ○

88 ○地域に暮らす外国
人に日本語を教えるた
めの基礎的研修を行
う。
○ボランティアとして活
動するための心構えや
日本語の知識の習得
をはかる。

○ボランティアをす
るにあたって気をつ
けたいこと。
○リソース型生活
日本語を使っての
教え方
○学ぶ人がわかり
やすい方法～シン
プルな伝え方
○教材作成･･･作っ
た教材を用いての
デモ授業
○日本語文法･･･動
詞、助詞、敬語
○日本語支援が必
要な小中学生の具
体的な指導方法

○３日間
（２時間×
３回）

○

○ ○ ○

○わかりやすく教え
るための研修
○ボランティアとし
ての心構え

○ボランティアをす
るにあたって気をつ
けたいこと。
○リソース型生活
日本語を使っての
教え方
○学ぶ人がわかり
やすい方法～シン
プルな伝え方
○教材作成･･･作っ
た教材を用いての
デモ授業
○日本語文法･･･動
詞、助詞、敬語
○日本語支援が必
要な小中学生の具
体的な指導方法

○３日間
（２時間×
３回）

○

○ ○ ○

89
○ ○
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90 外国人住民の日本語
学習を支援するボラン
ティアを養成することに
より、外国人住民の日
本語習得の機会を確
保し、共生社会の推進
に努める。

11月８日・知ってお
きたい在住外国人
の状況・異文化コ
ミュニケーション
11月15日・日本語
ボランティアの心
得・日本語文法（基
本的な体系）
11月22日・グループ
指導に必要な理論
と技術・教材･教具
論
11月29日・模擬授
業の準備・模擬授
業

平成21年
11月８
日、15
日、22
日、29日
（いずれ
も午前９
時から正
午まで12
時間）

○

○ ○

外国人住民の日本
語学習を支援する
ボランティアを養成
することにより、外
国人住民の日本語
習得の機会を確保
し、共生社会の推進
に努める。

○

92 新人ボランティアに対
する指導技術の習得。

みんなの日本語初
級I・IIを使った文法
理解と実施（千葉市
国際交流協会主催
の講座に参加）

５月～９
月（56時
間）
９月～12
月（25時
間）

特になし
月一回の
ミーティン
グで意見
交換する
程度で
す。他、
各自教材
研究。

○ ○

93 当クラブはボランティア
としての日本語講座を
開催しています。（週一
回）

①当クラブ主催
・外部講師による研
修
・日本語初級　模擬
授業（外国人学習
の協力あり）
②大学主催の日本
語研修（外部講師
による）

①土・日
曜日　４
時間
②日曜日
各地区、
青森、八
戸、弘前
のクラブ
会員によ
る日本語
講座、外
部講師に
よる他大
学講座→
二日間研
修合計10
時間

○ ○

95 本協会の日本語教室
スタッフの養成だけで
なく、日本語を教えるこ
とで地域に住む外国人
を支援する市民ボラン
ティアを養成することを
目的としています。

石沢弘子先生をお
招きし「みんなの日
本語初級II」の教え
方を研修しました。

12時間

○

日本語教室スタッフ
の養成、市民ボラン
ティアの養成。

「みんなの日本語中
級I」の教え方

４時間

○

34 / 48



Ⅰ
【１】
1　新規採用者への研修 区分 2　現職教員への研修 区分
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず

機関
連番

97 ボランティアが、日本
語を指導するための必
要な情報をしり、実際
に活動できるまでのス
キルをみにつける。

○日本語指導ボラ
ンティア養成講座
地域における在住
外国籍住民の動
向、日本語指導と
多文化共生につい
ての概論、みんな
の日本語初級Iを
使っての指導方法
についての講義と、
ワークショップ。
○京都日本語学校
講師による入門クラ
スの見学とレポート
提出。

○日本語
指導ボラ
ンティア
養成講座
講師　京
都日本語
学校講師
120分×３
回
○入門ク
ラス等の
見学研修
90分×10
回

○

○

日本語指導ボラン
ティアの課題解決お
よびスキルアップの
ため

○みんなの日本語
初級I　何をどう教え
るか　その１　４月
○みんなの日本語
初級I　何をどう教え
るか　その２　４月
○初級の教え方
文法　８月
○英語話者対象の
日本語教育につい
て　10月
○学習者が間違え
やすい日本語をどう
教えるか　12月
○やさしい日本語
について　２月

上記２ヶ
月に１回
年間６回
各２時間
の研修
合計　12
時間

教室運
営、指導
について
の　各教
室代表者
による全
体ミーティ
ング　年
間６回
個々の教
室研修
ミーティン
グ　随時

○

98 当協会では「市民の主体
的で広範な参加により、
人権尊重を基調とした国
際交流活動を地域からす
すめ、世界とつながる多
文化共生社会をつくる」と
いう基本理念に基づき、
社会でより弱い立場にお
かれたり、固縁化されや
すい外国人市民の自立
や社会参加にむけてジ
ギョウを行っています。当
会の中心的事業である
「日本語活動」では外国
人市民に日本語を学ぶ
場を提供すると同時に、
参加するすべての人が出
会い、知り合い、豊な人
間関係を築くことを目的と
してます。そして、この活
動に参加するボランティ
アが多様な人々が安心、
安全にくらせる地域づくり
をすすめるためにあたり
求められる視点と日本語
交流活動のコンセプトに
ついて学ぶことを目的と
して、年に１回ボランティ
ア養成講座を実施してい
ます。

・当協会の活動内
容･目的についての
講義
・在日外国人の現
状･課題についての
講義
・ボランティアするに
あたり、自分自身の
動機や生活をふり
かえるワークショッ
プ
・コミュニケーション
力、聴く力、声を出
せる現場づくりを念
頭においたワーク
ショップ
・日本語交流活動を
創造するワーク
ショップ
など

2010年９
月11日
10:00－
15:30
2010年10
月３日
10:00－
15:30
（計10時
間）

○

○

日本語ボランティア
が外国人をとりまく
日本社会の課題を
多面的に学び、活
動や自らの意識を
みつめ直す機会を
提供する。

・在日外国人の人
権をテーマとした諸
セミナー・シンポジ
ウム
・メディアリテラシー
講座
・参加型地域をテー
マとしたワークショッ
プ
など

年に６～
８回程度
（１回につ
きおよそ
２時間）

○

99 日本語教師はすべて
ボランティアであり、21
年度新しいボランティ
アはいません。

○

日本語指導ボラン
ティア講師の指導技
術の向上を図るた
め、実践的によく使
う教科書「みんなの
日本語II」を使用し
て研修。

○「みんなの日本語
II」44課～47課　石
川県日本語指導講
師会派遣講師によ
り、文型の導入、展
開の仕方、問題点。
質疑応答
○48課　外国人学
習者を生徒とする
講師による模擬授
業。

21年度
３回（１回
1.5時間）
＝4.5時
間

石川県日
本語・日
本文化セ
ンター主
催の日本
語講師ス
キルアッ
プ塾
テーマ別
研修会に
有志の方
参加

○
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100 外国人に日本語を日
本語で教えるための入
門講座（日本語教師ボ
ランティア希望者対象）

「みんなの日本語初
級」を基本とした文
法中心の教授法

平成21年
11月～12
月　２時
間×６回

○

現日本語教師ボラ
ンティアに対するブ
ラッシュアップ講座

①「みんなの日本語
初級」に入る前の退
所方法
②初級終了後の
中･上級について
他「みんなの日本
語」を使った有効的
な授業の作り方

平成21年
12月～平
成22年１
月　２時
間×６回 ○

102 今迄多くの方の協力で
18年間続けています
が、だんだん指導者の
人数が減り、やはり新
人の参入が必要と考
え、養成講座を持ちま
した。

みんなの日本語を
元に、その教え方な
ど15課までの指導
でしたが、但し今迄
受けた人達と違う内
容の教え方でとまど
いました。養成講座
を指導する人は同
じ系列の人がいい
のではないかと思
います。

１回２時
間で10回
で修了

○ ○

103 川崎市の識字・日本語
学習の理念に基づき
多文化共生社会をめ
ざす。新規ボランティア
の養成。

・川崎市の識字理
念
・外国人市民が直
面する課題
・日本語支援の場
の作り方
他

2010年９
月～10月
全10回20
時間

後半４回
は現在活
動中のボ
ランティア
と合同研
修

○

○ ○

川崎市の識字・日
本語学習の理念に
基づき多文化共生
社会をめざす。ボラ
ンティアの資質向
上。

・上手な日本語の
伝え方
・初･中級の会話の
ひきだし方
等

2010年10
月　４回８
時間

新規ボラ
ンティアと
同様

○

104 市内および近隣在住
外国人への日本語教
授方法を学び、日本語
ボランティアスタッフの
育成を図る。これによ
り、在住外国人との交
流を図り、日本人と外
国人が共に地域を支え
るという多文化共生が
推進されることを目的
とする。

・日本語ボランティ
アの意義と役割
・指導方法･実習体
験
・指導方法･実習体
験（指導経験者向
け）

３日間・６
時間

吉川市と
吉川市国
際友好協
会の共催
で日本語
教室を実
施。
役割（市：
場所･教
材の提
供、助成
金の支
給）（協
会：日本
語支援）
※スタッ
フ総数48
名

○ ○

市内および近隣在
住外国人への日本
語教授方法を学
び、日本語ボラン
ティアスタッフの育
成を図る。これによ
り、在住外国人との
交流を図り、日本人
と外国人が共に地
域を支えるという多
文化共生が推進さ
れることを目的とす
る。

○

106 特になし

○ ○
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111 他の市町村も同様かと
思いますが、日本語教
師としての採用はあり
ません。
大阪府の児童生徒支
援加配における日本語
担当者が、本市に加配
されれば、日本語教員
としての配置がありま
すが、加配されなけれ
ば皆無となります。
研修につきましては、
市の外国人連絡協議
会と共催での研修に多
くの教職員が参加しま
した。目的は多文化共
生教育の推進をはか
ることで、マイノリティの
方を招いての講演で
す。日本語教員に関し
ては、府教委主催の研
修で、日本語指導に対
する理解や指導実践
交流をしています。

○ ○

113 無し
○

無し
○

114 21年度は実施せず
○ ○

115
○ ○

116 無し
○ ○

117 すぐに実践できる日本
語ボランティアの育成

・「みんなの日本語
初級I･II」に沿った教
授法の学習
・「みんなの日本語
初級I･II」の教案･教
材の作成
・模擬授業
・文法、音声に関す
る学習
・学習者からの質問
に対してどの様に
答えればよいか等
の研究

１年間（約
45週間）１
週間に１
～２回／
５時間
５時間×
45週＝
225時間

基本的に
は１年で
研修期間
は終了
し、正式
なスタッフ
となる
か？
その後も
研修は続
く。

○

・教授法の習得と各
自の教案の見直し
・学習者の発音の
矯正法の習得

・各自の教案発表と
模擬授業
・「初級日本語文法
と教え方のポイン
ト」「音声を教える」
等を使用し学習者
のつまづきの解消
法を考える。

毎週５時
間×45週
＝225時
間

○
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118 無し

○

①「中･上級日本語
の教え方講座」
日本語講師が日本
語中上級の教え方
を学ぶことで、より
地域の外国人の
ニーズにあった日本
語教室運営につな
がることを目指す。
②「子ども日本語支
援ボランティア養成
講座」
ＪＳＬサポーターや
日本語講師をはじ
めとする外国人支
援者及び外国人支
援に関心を持つ者
が、年少者日本語
教育の概要を学ぶ
ことにより、子どもを
対象とした日本語
支援に関わる人材
の養成を図り、外国
人児童生徒の日本
語支援の充実を目
指す。

①「中･上級とは･･･初
級とどのように違う」
「中・上級の『読む』
『書く』『聞く』目標はど
こまで？」「中･上級の
読解、文法、語彙、読
み取り、国語教育との
違い」「中級の文章を
皆で分析し、どのよう
に教えるか考えよ
う！」
②「外国にルーツを持
つ子どもたちへの日
本語支援について」
「日本語教育と国語
教育」「子ども日本語
支援の実践１　日本
語が全く分からない
子どもへの支援につ
いて」「日本語支援の
実践２　文字学習支
援の事例」「日本語支
援の実践３　授業に
ついていける日本語
の底力をつける～読
み聞かせの実践から
～」

①７月25
日～９月
26日／２
時間×５
回＝10時
間
②１月30
日～３月
13日／３
時間×５
回＝15時
間

○

120 ・最低限の日本語教育
の知識を持ってもらう。
・team teachingのため
「みんなの日本語I･II」
を使って学習を進めら
れるようにする。

・「みんなの日本語
I･II」の教え方の概
略を伝える。
・小冊子「やってみ
よう！日本語ボラン
ティア」（当協会作
成）を配布（参考の
ため同封しました）
・実際の活動を見学
及び参加（実習）

授業３回
見学及び
実習（２時
間×３回
＝６時間）

420時間
の養成講
座終了者
や海外で
の日本語
教師経験
者は初期
研修無し
で、即戦
力として
活動に
入っても
らってい
る。

○

①初級学習者対応
のためのスキルアッ
プ
②中･上級者対応の
ためのスキルアップ

①初級レベルの動
詞－－グループ分
け、活用を含む文
型の練習の流れ
「みんなの日本語I･
II」で学ぶ動詞の種
類　など
②中級とはどんなレ
ベルか－－レベル
チェックのしかた、
教材の選び方　な
ど

①10月19
日（月）
15:30～
17:30
②10月21
日（水）
15:30～
17:30

毎年、兵
庫県国際
交流協会
の「日本
語学習支
援アドバ
イザー派
遣制度」
を利用
し、研修
会を実施
している。
明石教室
のボラン
ティアも
参加。

○

125 外国籍住民の日本語
習得を支援する日本語
ボランティアとして教え
方のノウハウを学ぶ。

1.日本語ボランティ
アの心構え
2.教え方講義（日本
語の音はここが違
う・文法はどう教え
るか）
3.模擬演習（これ、
それ、あれの教え
方・時制の教え方・
文字の教え方）
4.話し合いましょう、
日本語を教えるっ
て？･･･
5.実際に外国人と
触れ合いましょう。
6.実際に教えてみま
しょう＞

2010年2
月6日、13
日、21
日、28日
／10:00
－12:00
（２時間）
計８時間

○ ○

教え方のレベルアッ
プを図り、他団体と
のこうりゅうを深め
る。

東海日本語ネット
ワーク主催の講座
に参加
（例）９月度研修
運用力重視の初級
テキスト「J.
BRIDGE」とその使
い方（講師：九州大
学留学生センター
准教授・小山　悟）

1/M　1.5
時間に参
加×各1
名（４月、
６月、９
月、10月）

○
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126 平成21年度は新規採
用者への研修は未実
施（新規採用なしのた
め）

○ ○

128 専門的日本語教員で
はありませんので回答
しません

聖ビンセ
ンシオ・ボ
ランティア
グループ
では現在
4名がベト
ナム人に
日本語指
導を行っ
ています
が（１名ペ
ルー人）
回答者は
２名にな
りました。

129 〈日本語指導者養成講
座〉
日本語でコミニケーショ
ンをとることが困難な
区内在住･在勤･在学
の外国人を支援するた
めの日本語教室は、中
央区に６教室ありま
す。これらの教室で日
本語ボランティアとして
活動してみたい方、ま
たは新規にボランティ
ア日本語教室をご自身
で開設･運営することに
チャレンジしてみたい
方のための講座。

日本語教室の形
態、日本語教育の
基礎知識、ニーズ
調査の方法、日本
語教育の教室活動
(基礎編)、初級のテ
キストと教え方、ど
のような教室をつく
るのか、評価方法、
使える日本語を教
える、週に一度の教
室での学び等、日
本語ボランティア活
動に必要な基礎知
識を学ぶ。

期間：７月
29日、31
日、８月５
日、７日、
19日、９
月18日、
22日
時間数：
20時間

○

①-1　日本語ボラン
ティアのためのフォ
ローアップ講座
平成21年度養成講座
終了者の指導力を高
めることを主目的とし
た内容の講座。
①-2　日本語ボラン
ティアのためのフォ
ローアップ講座
平成22年度養成講座
修了者の指導力を高
めることを主目的とし
た内容の講座。
②　日本語ボランティ
アのためのステップ
アップ講座
協会の日本語ボラン
ティアおよび区内在
住･在勤･在学者で、
今後協会の日本語ボ
ランティアとして活動
を希望される方々の
レベルアップを図るた
めに、様々なテーマを
取り上げて開催。

①-1　音声指導の
方法、文字指導の
方法、算出能力、読
む力をのばすため
のオーソドックスな
指導手順等。
①-2　評価の仕方、
教科書の構成を知
る、教科書を使って
みる、自分にあった
ボランティアを考え
る、非母語話者から
みた日本語、日本
で生活する人々に
ついて、生活に必
要な日本語とは等。
②新しい日本語能
力試験について、
学習者の日本語レ
ベルのとらえ方、日
本の学校で学ぶ年
少者への支援、初
級教材と文法、レベ
ル差を考慮した日
本語支援等。

①-1　期
間：４月
23、24日、
５月14、15
日
時間数：８
時間
①-2　期
間：９月25
日、30日、
10月7日、
28日、11
月４日、11
日、18日
時間数：16
時間
②　期間：
６月26日、
９月29日、
10月16
日、12月
18日、１月
26日、２月
23日、３月
12日
時間数：14
時間

○

131 無し 無し
○ ○

132 富士市国際交流ラウン
ジ主催の日本語ボラン
ティア養成講座

基本的な日本語の
特徴、文法、教え方

週１回２
時間×10
回

○ ○

富士市国際交流ラ
ウンジ「日本語ボラ
ンティアステップアッ
プ講座」

・子どもへの日本語
支援について
・グループ学習での
教案、教材につい
て
・富士市で暮らすた
めの日本語テキスト
（初心者用）作成

隔週１回
２時間×
10回

○

133 ボランティア団体のた
め特に初任者研修は
行っておりません。

○ ○
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134 多数の外国籍市民が
暮らす本市の状況から
毎年「生活は言葉か
ら」を基本とした日本語
教室を開催している。
日本語教室の開催及
び運営はボランティア
スタッフに寄るところが
大きく、本講座を通して
日本語教室に携わる
ボランティアスタッフを
養成し、日本語教室の
充実を図ることが目的
である。

・現代に至るまでの
日本語教育の流れ
・外国人に日本語を
教える際に必要な
知識や方法につい
て
・日本語教育で使
用される文法と教
材について
・教材分析、模擬授
業など

平成21年
10月８日
～12月24
日（週１
回、全10
回、各回
２時間）隔
年実施

日本語ボ
ランティア
養成講座
を修了し
た受講生
で、希望
する者に
関しては
ボランティ
アスタッフ
として登
録ができ
る。

○ ○ 日本語教育指導力
向上を目的とする。

・「みんなで日本語」
（スリーエーネット
ワーク）のテキスト
に沿ってモデル授
業を行なう。
・授業方法の検討
及び授業の流れの
理解などを外国語
学院の講師を招い
て実施している。

平成21年
５月から
毎月第一
土曜日
（午前10
時～12
時）の２時
間実施し
ている。

上記の研
修の他
に、助
詞、形容
詞ん０指
導方法の
研修会を
実施し
た。（１日
２時間を
２日間に
わたり実
施。）

○

138 新任者研修は特に無
し（現職研修と同じ）

○

ボランティア講師が
授業時に直面した
諸問題に関して大
学教授から専門的
な助言を得て、個々
人の指導力の向上
を図るとともに、全
講師でノウハウを共
有する。

ボランティア講師が
抱える諸問題（指導
方法、教材･内容、
日本文化など）を集
約し、質疑応答形
式で、大学教授から
助言を得る「フォ
ローアップ講座」を
実施。原則として全
講師が受講。

年鑑３
回、各回
約３時
間、延べ
９時間

他機関
（主に他
市国際交
流協会）
主催の諸
講座を案
内し聴講
を推奨し
ている。

○

140 無し 無し 無し

○

授業の改善 教案のチェックと
ディスカッション、改
善

随時／年
に４～５
時間程度 ○

142 学習者に対する基本
的指導の習得

・カリキュラムの作
成
・学習始めの導入
部の重要性を習得
する
・いきなり本題には
いらない
・教える人の発言を
３割位、学習者に７
割位話するよう努
力する
・身近かな物や状
況を最大限利用す
る

３ヶ月位、
20時間

宗教･政
治･ス
ポーツを
話題にし
ない

○

スキルアップ ・日本語
会話の文
法
・質問を
事前に集
め、それ
に対して
回答する

当会での
研修は３
時間２
回。
他の会の
学習に参
加し、こ
の内容を
会員に伝
える･･･２
回

○

143 小金井市在住、在勤の
外国人に、レベルに
あった日本語を教え
る。（小金井市の文化
活動も含む･･･小金井
公園で花見など）

「みんなの日本語」
を軸に上級クラスは
自由会話、初級に
は50音から。

毎週土曜
日10:30
～12:00

○

お互いのレベルアッ
プ。意見交換。

話し合いで内部講
習会（日本語教育
について関心の高
いものから選ぶ）と
外部講師を招いて
の講習会と両方。

月１回／
２時間

○
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144 日本語教室受講者増
加に伴うボランティア講
師確保のため

ボランティアで日本
語を教えるための
教案づくりや実習な
ど
・地域の日本語教
育を考える
・教授法
・日本語学習者に
とって理解しにくい
日本語は？
・日本語支援をする
ために必要なこと
・教える前に考える
こと
・教えるための準備
など

平成21年
10月６日
～平成21
年12月８
日（９日
間）／１日
２時間×
９日間＝
18時間

○

○ ○

現職研修は開催し
なかったが、新規採
用者の研修を必要
であれば受講して
いただいた。

○

145
○ ○

146 日本語学習をしえんす
るための新規ボラン
ティア講師の養成

・日本語教授法の
基礎（文法、導入方
法など）
・教案作成方法
（「みんなの日本語
初級I」を使用）

機関：５日
間
時間数：
約15時間 ○ ○

147 ボランティアの人数が
減り、学習者の人数が
多くなったため新規ボ
ランティアを募集する
必要があったため（市
の社会福祉協議会主
催の講座）

YMCA教師による講
座
①多文化理解と日
本語ボランティアの
役割
②文法の基礎知識
③中上級の教え方
④初級テキストを
使っての教え方
⑤会話の教え方

毎日曜日
２時間×
10回（20
時間）

○ ○ ○

会員のレベルアップ
向上の為

勉強会と講師によ
るレベルアップ講座
①初級の教え方と
模擬授業
②中上級の教え方
と模擬授業
③日本語能力試験
新旧の違い
④初級文法
⑤「みんなの日本語
中級I」の教え方

月１回／
２時間×
12回（年
24時間）ｘ

○

148 無し

○

日本語ボランティア
講師のスキルアップ

日本語ボランティア
初級講習会
・日本語教室の役
割
・日本語が全く分か
らない人とのコミュ
ニケーション
・日本語のシゼンな
発想
・会話の工夫
・長音のルール、格
助詞
・「現代仮名遣い」ま
での経緯

平成22年
３月23日
（火）
19:00－
20:45

○ ○
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150 府中市国際交流サロ
ンが実施している府中
市内在住の外国人を
対象とした日本語学習
会のための新規市民
ボランティアの教師養
成を目的とする。

「日本語教授法初
級I」の名称で未経
験の市民ボランティ
ア対象の日本語学
習会教師養成のた
めの研修で「みんな
の日本語初級I」の
第１課から25課を
使って初期段階で
の実践的会話力を
養成する。

平成21年
５月13日
～平成21
年７月１
日／全８
回
毎週水曜
日午前10
時～12時
／全16時
間

○

現在本サロンで活
動しているボラン
ティアを対象として
日本語指導の実践
力の養成とより高い
指導力を身につけ
ることを目的とす
る。

「日本語教授法　初
級II」という名称で
「みんなの日本語初
級II」の26課から50
課までを使って日本
語教授法指導力の
スキルアップを目指
す。模擬授業などを
取り入れてジッタイ
に即した内容とし、
日頃抱える疑問を
解決することにより
指導上の不安等を
解消し、指導力の
強化を図る。

平成22年
２月３日
～平成22
年３月10
日／全６
回
毎週水曜
日午前10
時～12時
／全12時
間

○

152 地域の日本語ボラン
ティア養成

・日本語のボラン
ティアはどのような
活動をするのか
・基本的な初級文
法の教え方

３時間×
２日間

○ ○

「外国語を直説法で
習う」というのはど
んなことか体験す
る。

「モンゴル語を習う」
モンゴルの留学生
に基礎的な授業を
してもらった。

３時間

○

154 ボランティア研修会－
日本語ボランティア･入
門編

日本語ボランティア
として、サポートす
る上で必要なこと、
ボランティアの役
割、日本語の教え
方についての研修
会

平成21年
５月～６
月で計７
回実施
１回1.5時
間×７回
＝10.5時
間

○ ○

ボランティア研修会
－日本語ボランティ
ア･発展編

第１回「学習を始める
前に－学習者のニー
ズを知る」
地域の日本語教室で
は学習者一人一人に
合った日本語学習の
支援が必要です。そ
のために学習者の
ニーズや日本語のレ
ベルをある程慶つか
んでおいた方がうまく
活動を進めることがで
きます。ニーズとは何
か、どのようにレベル
を測るか、その法につ
いて知識を深めます。
第２回「『読む』活動の
進め方」
中級レベルの学習者
の日本語力を伸ばす
にはどんな活動をす
ればいいか－「読む」
ことを通して多くの言
葉や表現を身に付け
ていくのも一つの方法
です。「読む」活動の
進め方、教材の選び
方、また似たような意
味のことばの扱い方
や中級文型の特徴に
ついて学びます。
第３回「『話す』活動の
進め方」
場面や‘機能’に着目

第１回　１
月24日
1.5時間
第２回　２
月21日
1.5時間
第３回　３
月21日
1.5時間

○
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155 新規教室の開講にあ
たり、初期日本語指導
に対応できるよう、理
論と実践を学ぶ。

・外国人住民を支え
るための、地域日
本語教育システム
作り
・モデル授業への参
加と振り返り
・学習者の日本語
運用力を伸ばすた
めの教室活動

全６回（各
２時間）

○ ○

・入門･初級レベル
者への指導につい
て学ぶ。
・生活者に対する日
本語教室のありか
たについて、教室運
営の側面から学
ぷ。

・入門、初級レベル
者に対する、コミュ
ニカティブな授業の
実践例を学ぶ
・地域の日本語学
習支援システムを
どう構築していくの
か、どのようにネット
ワークを作るのか
を、運営者の立場
で考える。

全１回×
２回(各２
時間)

○ ○

156 初めて日本語指導をす
る方に、自身で活動を
進めるためのヒントを
掴んでもらうため。
様々な教授法（練習
法）、教材（文字や絵
カード等）があることを
知ってもらい今後の活
動に役立ててもらう。

数年間、参加してい
るボランティアが講
師となり進める。
①ひらがなの教え
方
・用語解説（アクセ
ント(高低･強弱)、音
節、拍(モーラ)、特
殊音、拗音）
・フラッシュカードや
絵カードの活用法
・書き方や発音の指
導のときの意識
・学習者の起こしや
すいエラーについて
紹介
②教案の書き方に
ついて
・ニーズ・レディネス
調査とは
・教案の作り方（実
際の例をみて）
・教材紹介

①平成21
年７月25
日(土)／
19時～20
時30分
②平成21
年８月26
日(水)／
19時～20
時30分
計３時間

○ ○

無し 無し 無し

○

157 中国／サハリン帰国者
に対する日本語日本
事情教育、学習支援及
び支援者支援を行うた
めに必要となる知識と
技能の習得

○国内の帰国者の
状況と公的支援制
度について
○学習者の背景・
学習者像・学習状
況等についての説
明
○授業見学・授業
研究
○学習支援（遠隔
学習課程）の演習
○内部研修会（現
職研修を目的とす
るもの）への参加
等々

○期間・
時間数と
して特定
できない

○

○

①機関内部の常勤
講師を対象とした現
職研修：中国／サ
ハリン帰国者に対
する日本語日本事
情教育、学習支援
及び支援者支援を
行うために必要とな
る知識と技能の向
上
②機関外部（全国）
の遠隔学習課程ス
クーリング講師を対
象とした現職研修
（初任者も含む）：ス
クーリングにおける
スキルアップ

①当センターでは、中
国／サハリン帰国者
に対する日本語日本
事情教育、中国／サ
ハリン帰国者に対す
る学習支援及び支援
者支援の展開・改善
を目指し、調査研究
及びカリキュラム開発
（教材作成を含む）等
複数のプロジェクトを
並行して進めている。
このプロジェクトの推
進は現職研修を兼ね
るものである。定期的
に行っている研修会
では、これらのプロ
ジェクトの経過報告・
成果報告を中心とし
た内容になっている。
②年度別テーマに
そった研修（レク
チャー、演習、協議
等）
平成21年度のテー
マ：「高齢帰国者への
スクーリング指導／遠
隔学習課程及びス
クーリングシステムに

①定期研
修会は年
２回／計
10時間程
度
不定期の
もの、現
職研修を
兼ねたプ
ロジェクト
遂行のた
めの活動
について
は、期間・
時間数は
特定でき
ない
②年１回
２日間／
計７時間

○

○
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159 日本語学習支援ボラン
ティア養成（新規、初任
者入門研修）
養成に伴い、川崎市の
多文化共生社会に関
する理念、括針また具
体的な教授法について
学ぶ。

①ボランティアの体
験談を聞いて、学級
を見学
②日本語学級と
は？日本語学習と
は？
③異なる文化を持
つ人が集まって日
本語を学ぶとき、ど
んなことに留意すれ
ばいい？具体的な
学習場面を考えま
す①
④にほんごひろば
の行事「スポーツ交
流会」に参加しよう
⑤異なる文化を持
つ人が集まって日
本語を学ぶとき、ど
んなことに留意すれ
ばいい？具体的な
学習場面を考えま
す②

①10月14
日
(水)18:30
～20:30
②10月
21･28日
(水)18:30
～20:30
③11月４
日
(水)18:30
～20:30
④11月11
日
(水)18:30
～20:30
⑤11月18
日
(水)18:30
～20:30
計６回／
２時間×
６回＝12
時間

○

○ ○

現役ボランティアへ
のブラッシュアップ
研修（教材、教授
法、市の施策、理念
など）

①日本語教授法を
地域への支援に生
かす（全体向け）
②日本語教授法を
地域への支援に生
かす（ビギナー初級
向け）
③日本語教授法を
地域への支援に生
かす（中･上級向け）
講師：神奈川大学
准教授　富谷玲子
先生

①９月29
日
(火)18:45
～20:45
②11月24
日
(火)18:45
～20:45
③12月１
日
(火)18:45
～20:45
計３回／
２時間×
３回＝６
時間

○

160 日本語学習支援ボラン
ティア活動に興味を持
つ方を対象に日本語
教授能力を身に付けて
もらうことを目的とする

日本語教授法の基
礎を学ぶとともに外
国人離職者に対し
ての日本語指導方
法を学ぶ（面接の仕
方、履歴書の書き
方等）

平成21年
８月24日
～９月14
日／
10:00～
11:00（毎
週月曜日
全４回＝
計６時間）

○ ○

日本語ボランティア
講師経験者を対象
に、ことばの分析力
を身に付けてもらう
ことで日本語教授
能力を向上させ今
後の日本語指導に
役立ててもらうこと
を目的とする

・地域日本語支援
における教室コー
ディネーターの役割
・自己表現＋交流
型の日本語活動の
すすめ

平成22年
２月27日
（土）／４
時間

○ ○

161
○ ○

163 地域において外国人と
日本人が相互に理解
しあいながら共生して
いく手段の１つとして外
国人に日本語を教える
活動が重要である。
その活動に携わるボラ
ンティアを育成するた
めの講座として、日本
語ボランティア養成講
座を実施する。

・日本語ボランティ
アに必要な基礎知
識
・学習者との実習

①４月24
日～６月
26日／毎
週金曜日
14時～16
時・全10
回・20時
間
②10月２
日～３月
26日／毎
週金曜日
10時～12
時・全20
回・40時
間

○ ○

活動中の日本語ボ
ランティアの技術向
上のため

・ボランティア日本
語教室の運営につ
いて
・アイスブレーキン
グから話す場づくり
へ
・文型を意識しない
文型的活動
・絵を使ったコミュニ
ケーション
・自分が話している
言葉を聴いてみよう
他

①７月28
日(月)～
８月31日
(月)／10
時～12
時・全６
回・12時
間
②11月26
日(木)～
２月18日
(木)／10
時～12時
または14
時～16
時・全６
回・12時
間

各回は独
立した
テーマ･内
容であ
り、各回
ごとの参
加が可能

○
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164 多文化共生にに向け
て、地域に居住する外
国人の日本語学習支
援活動をするボラン
ティアの育成及び発
掘。

大学やボランティア
団体から講師を迎
え、生活者としての
日本語を教えるとい
うこと、効果的な指
導法、教材の使い
方等を学ぶ。また現
役ボランティアと交
流する機会を設け
る。
対象：地域ボラン
ティアとして①外国
人の日本語学習支
援をしたい人②外
国人の日本語学習
支援をしている人

10月中旬
～11月中
旬／120
分×４回

○

日本語講習会指導
者（ボランティア）の
技術の向上と安定。

大学やボランティア
団体から講師を迎
え、効果的な指導
法を学ぶ。

11月中旬
～下旬／
120分×２
回

○

168 「守口市国際交流友の
会」で日本語ボランティ
アとして活動するため

・「みんなの日本語
初級I」を使い、日本
語ボランティア活動
に必要なノウハウ
や基礎知識の習得
（10回）
・「守口市国際交流
友の会」で現在活
動中の日本語ボラ
ンティアとの交流会
（１回）（※実際の活
動内容や指導に関
する疑問やアドバイ
スを受ける）

研修期
間：2009
年5月10
日～７月
26日（全
11回）
時間数：
16.5時間 ○ ○

実施せず

○

171 「初級日本語ボランティ
ア養成講座」（ボラン
ティアとして加わって下
さる人を対象に入門
編）
生徒数は50名位になる
為ボランティア講師が
不足しがちなので、新
規ボランティアを募集
し、外国語としての日
本語教育を理解、習得
して頂いた上で、半年
間現場で実習･研修を
行い、正式メンバーと
なって頂く。

・外国語としての日
本語を理解
・未知の外国語（ex.
中国語他）を直説法
で実際に学んで、生
徒の側の難しさを
納得する。
・教授法ガイダンス
（導入法、教案作
り、副教材紹介
etc.）
・「みんなの日本語
初級I」、要点整理と
指導法
・実習、模擬授業

平成21年
９月～12
月（毎週
火曜日）
12回／全
30時間

・講師：茨
城県日本
語教育ア
ドバイ
ザー
・後援：日
立国際交
流協議会
・実動や
運営は日
本語ボラ
ンティア
団体のメ
ンバーが
行う

○ ○

ボランティア講師の
更なるレベルアップ
の為に、他のボラン
ティア日本語教室の
講師と共に年一回、
研修･意見交換会を
行う。

・「みんなの日本語
初級II」の内容を中
心に要点整理、教
え方
・具体的な質問事
項を取り上げる（ex.
助詞について･条件
文・動詞・形容詞・
発音etc.）

平成22年
１月に３
回（全10
時間）

・講師：茨
城県日本
語教育ア
ドバイ
ザー
・後援：日
立国際交
流協議会
・運営：日
本語教育
ボランティ
アのメン
バー

○
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174 ①日本語を教える人に
なりたい！
日本語ボランティア活
動に興味のある方を対
象に、日本語を教える
ということについて体
感できるガイダンスを
開催した。
②日本語ボランティア
養成講座（多文化共生
センター）
③日本語ボランティア
養成講座（外国人学習
支援センター）
就労支援コース、地域
支援コース（地域の在
住外国人、失業中の外
国人を支援するための
知識･技術を学び、ボラ
ンティアを養成した。）

①国際交流協会で
日本語ボランティア
として活動されてい
る方々を講師とし
て、日本語教室の
授業体験、手作り
の教材を披露、自
身の経験談を語る
など、ボランティア
活動の魅力を伝え
た。
②日本語教育で必
要とされる基礎的な
知識や模擬授業な
ど実践的な技術に
関する講義を行っ
た。
③「地域」「就労」に
テーマを分け、各分
野で活動･研究され
ている講師、支援を
受けた学習者にご
登壇頂いた。

①平成21
年４月18
日（土）
14:00～
15:30
②平成21
年５月23
日～８月
８日　毎
週土曜日
14:00～
17:00
③就労支
援コース
平成22年
２月３日
～３月24
日　毎週
水曜日
14:00～
15:30
地域支援
コース
平成22年
１月29日
～３月26
日　毎週
金曜日
10:30～
14:30

○ ○

①日本語教師のた
めのパソコン教室
パソコンを使用する
ことでより効果的な
教室運営に繋げる
ためのスキルアップ
講座。
②日本語ボランティ
アスキルアップ講座
（外国人学習支援セ
ンター）
在住外国人への日
本語学習支援をは
じめとする外国人を
対象とした様々な支
援活動を行う人を対
象に、多角的な情
報の提供と活動の
あり方について再考
する機会とする。

①レベル別にパソコ
ンを使用した教案、
教材の作成方法を
学んだ。
②各テーマごとに、
その分野で第一線
でご活躍されている
方々を講師としてご
登壇頂いた。
1）「地域日本語教
育の新しい試み」春
原憲一郎（(財)海外
技術者研修協会）
2）「日本語学習ニー
ズの実態」金田智
子（独立行政法人
国立国語研究所）
3）「地域を支える外
国人財」岡野有秀
（社会福祉法人
4）「青少年の心と言
葉の壁」豊田昌（静
岡県警察本部）

①平成21
年８月25
日（火）～
８月27日
（木）
13:00～
17:50
②1）平成
22年１月
18日（月）
10:30～
12:00
2）平成22
年２月８
日（月）
10:30～
12:00
3）平成22
年３月１
日（月）
10:30～
12:00
4）平成22
年３月15
日（月）
10:30～
12:00

○

○

178
○ ○

179

○

教育技術の向上 使用教科書の内
容、教え方等につ
いての検討

月２回　２
時間程度 ○

46 / 48



Ⅰ
【１】
1　新規採用者への研修 区分 2　現職教員への研修 区分
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず
研修目的 研修内容 研修期

間・時間
等

その他
社会・文
化・地域

言語と社
会

言語と心
理

言語と教
育

言語 その他 実施せず

機関
連番

182 今後当会において日
本語教師として活躍で
きる人材を育成するこ
とを主要目的とする。
具体的には、在日外国
人への協力活動に関
心があり、日本語を教
えることによりその活
動を行いたいという意
志はあるが日本語教
育についてはほとんど
白紙の状態の受講者
に、直接法で初級日本
語を教えるための基本
的知識、教具教材の使
い方、主要文法項目別
の教授法などを教授
し、また実際に教案を
作成し実習を体験させ
ることにより、各受講者
が自信をもって活動に
参加できるようにする
こと、を目的として実施
した。

次の３つの部門につ
いて研修した。
1.日本語に関する基
礎知識、日本語教育
概要及び日本語教授
法に関する基礎知識
に関する講義
2.初級日本語におけ
る主要文法事項及び
その教授法について
の講義
3.教案の作成と実習。
当会で実際に使用し
ている教科書「日本語
初歩」を基本教材に、
「新日本語の基礎」を
参考教材とし、それら
に準拠した講師のオ
リジナルテキストによ
り講義を行った。講義
内容に即して必要な
教具、教材、配布用プ
リントなどを用意し、
それらの使い方を教
授するとともに、実際
に使用させて実践的
に教え方を体得させ
た。教案作成では何
回かの添削を経て、
導入、展開、定着の
手順を学び、実習で
それを実践した。

１週１日
で全10日
間である
が、期間
としては
約２ヵ月
半に亘っ
た。
午前･午
後に分け
て１日２
講義、全
20講義
行った。１
講義90分
で、計30
時間。

○ ○

実施せず

○

183 ①日本語の教え方入
門講座：新規日本語ボ
ランティアの発掘
②日本語ボランティア
勉強会：新規日本語ボ
ランティアの育成
③外国人に日本語を
教えたい人のための講
座：新規日本語ボラン
ティアの発掘
※③は(財)福島県国際
交流協会主催、当協会
共催

①日本語ボランティ
アの活動について、
日本語の教え方の
ポイントについて
講師　当協会日本
語ボランティア
対象　日本語ボラン
ティアとして活動し
たい方、外国人の
日本語教育に関心
がある方
②日本語の教え方
のポイントについて
講師　当協会日本
語ボランティア
対象　当協会日本
語ボランティア新規
登録者
③日本語ボランティ
アとしての基本的な
知識者心構えにつ
いて
講師　NPO法人ヤ
マガタヤポニカ副代
表･理事　横沢由実
先生
対象　外国人へ日
本語を教えることに
興味がある方

①平成21
年４月11
日
(日)13:30
～15:30
②夜間
コース：平
成21年４
月22日
(木)～７月
１日(木)／
毎週木曜
日18:30～
20:00（全
12回）
午前コー
ス：平成21
年４月23
日(金)～６
月25日
(金)／毎週
金曜日
10:00～
11:30（全
12回）
③平成21
年６月21
日(日)～７
月５日(日)
／毎週日
曜日10:00
～16:00
（全３回）

○ ○

①日本語ボランティア
勉強会：会津喜多方
国際交流協会の日本
語ボランティアを対象
としたスキルアップ講
座
②日本語ボランティア
勉強会：当協会の日
本語ボランティアを対
象としたスキルアップ
講座
③日本語教授法講
座：日本語ボランティ
ア経験者を対象とした
スキルアップ講座
④子どもサポートスキ
ルアップ講座：外国に
ルーツを持つ子供の
受入れ体制、サポート
について考える
⑤日本語ボランティア
勉強会：活動経験が
浅い日本語ボランティ
アを対象としたスキル
アップ講座
⑥日本語教授法ミニ
講座：日本語ボラン
ティアを対象としたス
キルアップ講座
※①は会津地域日本
語教室開催支援事業
として実施

①品詞について、動
詞の活用形について
講師　福島大学人間
発達文化学類　准教
授　中川祐治先生
対象　会津喜多方国
際交流協会で活動中
の日本語ボランティア
②各ボランティアが作
成する教案、使用教
材へ個別にアドバイ
ス
講師　(財)いわき市国
際交流協会専任日本
語講師　原しのぶ先
生
対象　当協会で活動
中の日本語ボランティ
ア
③音声表現の指導方
法について、国別学
習者の発音指導方法
について
講師　早稲田大学大
学院日本語教育研究
科教授　戸田貴子先
生
対象　活動経験のあ
る日本語ボランティア
④子どもの良さを引き
出すコミュニケーショ
ンスキルについて
講師　会津大学短期
大学部　准教授　郭

①平成21
年８月30
日
(土)13:30
～16:30
②平成21
年９月24
日
(木)18:30
～20:30、
25日
(金)10:00
～12:00
③平成22
年２月27
日
(土)10:00
～16:00
④平成22
年３月７日
(日)13:00
～16:00
⑤平成22
年３月14
日
(日)12:30
～15:30
⑥平成22
年３月18
日
(木)18:30
～20:30、
19日
(金)10:00

○ ○

186 該当なし ○ ○
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187 授業において経験が
少ない場合、授業内容
をチェック。一人立ちを
目指す。

実習指導（個別に
授業をさせ、チェッ
ク･フィードバック）、
教案チェック

60時間（１
～３ヶ月）

○

日々の授業に追わ
れて、授業のマンネ
リ化を防ぐため。

教案のチェックとセ
ミナー開催

約10時間

○

189 当協会日本語講座講
師等を対象として、初
級日本語文型の教え
方を検討する場を設け
参加者のスキルアップ
を図るとともに、参加者
同士の連携構築の一
助とする。

初級文型を毎回い
くつか取り上げ、グ
ループ毎に割り当
てられた文型につ
いて、導入や練習
の仕方などを検討
し、まとまった案を
全体で発表する。

毎月１
回、２時
間30分

○

県内で日本語学習
支援活動に従事す
る人を対象として、
日本語学習支援に
関するテーマで講
義やワークショップ
を行い、参加者のス
キルアップを図る。

対話中心の学習活
動を行うための具
体的な手法につい
ての講義

４時間

○

190 新規採用者への研修
は行っておりません。

○

「生活者としての外
国人」の生活実態と
課題を発見し、ボラ
ンティアの日本語指
導に役立てるか自
分で考えていく。

1.「生活者としての
外国人」の生活実
態と課題の発見
2.「生活者としての
外国人」のための
地域の日本語教室
を考える
3.「地域日本語教
室」のコースデザイ
ンを考える
4.発表･意見交換

平成21年
７月22日
～８月12
日の４回
（週一回･
２時間）

○

○

191 「ハスの会」は全員ボラ
ンティアの指導員で
やっています。日本語
教師の研修会はやっ
ておりません。
ボランティア同士で指
導上の問題が発生した
時は、指導終了後話し
合いをして解決するよ
うにしています。

○

行っておりません

○

193 船橋市内の公立小中
学校に在籍する帰国･
外国人児童生徒への
日本語指導･適応指導
の充実を目指し、研修
会を実施する。

1.本市非常勤職員
による講演やワーク
ショップ
(1)小中学校におけ
る日本語指導の実
際
(2)ＪＳＬカリキュラム
の考え方と実践
ワークショップ
(3)日本語指導に役
立つWebサイト紹介
2.外部講師による講
演とワークショップ
3.各校担当者による
情報交換

1.平成21
年４月10
日（金）２
時間
2.平成21
年５月15
日（金）３
時間
3.平成21
年６月25
日（木）３
時間
4.平成22
年２月26
日（金）３
時間

○ ○

前頁の「1.」と同じ

○ ○

194 なし
○ ○

計 計 18 0 0 58 11 31 41 計 9 0 0 57 10 13 41
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【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用 2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度 ２０年度 ２１年度 ①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

6 （財）戸田市国
際交流協会

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 三田市国際交
流協会　日本
語サロンさん
だ

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 まんのう町国
際交流協会

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 茨城県常陸太
田市　生涯学
習センター

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 大田原国際交
流会

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 保土ヶ谷国際
交流の会

15 なか区民活動
センター（中区
地域振興課）

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 なか国際交流
ラウンジ（中区
地域振興課）

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 呉市教育委員
会

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 （財）さいたま
市国際交流協
会

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20 NPO法人国際
交流ハーティ
港南台

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

23 えひめJASL 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

24 のしろ日本語
学習回

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

25 日本語交流サ
ロン

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

27 調布市国際交
流協会

Ⅰ日本語教員等の
養成・研修に関する
個別調査　入力シー
ト（一般、日本語学校
等）

機関
連番

機関名
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【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用 2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度 ２０年度 ２１年度 ①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

機関
連番

機関名

28 トルシーダ 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

29 トルシーダ 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

30 小山市国際交
流協会にほん
ごとびらの会

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

33 財団法人　つ
くば都市振興
財団

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

35 トヤマ・ヤポニ
カ

0 0 0 000 000 000 000 001 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 001 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

36 稲美町国際交
流協会

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

39 秋田市日本語
教室

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

42 ボランティア日
本語ティー
ルーム

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

50 盛岡市教育委
員会

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

51 日本語ひろば
「風のまち」

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

53 熊谷市国際交
流協会

0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

55

湯沢市教育委
員会

0 0 0

000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

56
伊東国際交流
協会日本語教
室

0 0 0

58

岡山ユネスコ
協会

4 2 2

100 010 000 000 000 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 100 010 000 000 000 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

61

平塚市国際交
流協会

※全員がボランティア教師のため該当しません。

62
財団法人茨城
県国際交流協
会

0 0 0

000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用 2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度 ２０年度 ２１年度 ①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

機関
連番

機関名

63
センシティ土
曜にほんご学
級（任意団体）

0

65 日本語学習支
援ボランティア
べにばな会
（略称：べにば
な会）67
富士宮市総務
部くらしの相
談課

68

取手市国際交
流協会

70

神戸市立神戸
生田中学校

本校
JSL
教室
は全
員が71

公益社団法人
国際日本語普
及協会

0 0 1

000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

75

豊明市国際交
流協会

76

川崎市中原市
民会館

5 5 1

000 210 200 010 000 0 2 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 000 110 000 210 100 0 1 0 2 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0

77

安城市国際交
流協会

該当
なし

該当
なし

該 当 な 該当
なし

該 当 な

80

流山市教育委
員会

0 0 0

000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

81

（財）石川県国際交流協会　日本語・日本文化研修センター0 0 0

000 000 000 000 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

83

財団法人　下田市振興公社

84 鴨川市国際交
流協会

1 1 000 010 000 000 000 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 000 010 000 000 000 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

85 （財）福井県国
際交流協会

86 多治見国際交
流協会

87 川崎市多摩市
民館
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【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用 2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度 ２０年度 ２１年度 ①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

機関
連番

機関名

88 日本語を学ぶ
会

89 杉戸町国際交
流協会

90 亀山市

92 東金IVC日本
語教室

2 1 000 001 000 010 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 010 000 000 001 000 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

93 青森日本語ク
ラブ

95 国分寺市国際
協会

97 （財）大津市国
際親善協会

98 （財）とよなか
国際交流協会

99 白山市国際交
流サロン

100 横浜市港北国
際交流ラウン
ジ

102 下館国際交流
友の会

103 川崎市麻生市
民館

104 吉川市役所市
民参加推進課

106 特定非営利活
動法人国際ボ
ランティアセン
ター山形

111 羽曳野市教育
委員会

1 1 000 000 000 000 110 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 000 000 000 010 000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

113 飯能市教育セ
ンター
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【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用 2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度 ２０年度 ２１年度 ①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

機関
連番

機関名

114 南相馬市国際
交流協会

1 1 1

115 広島市中国帰
国者友好協会
日本語教室

116 オルビス

117 日本語教室ペ
ラペーラ

118 磐田国際交流
協会

120 神戸中国帰国
者日本語教育
ボランティア協
会

125 幸田町国際交
流協会

126 （財）板橋区文
化・国際交流
財団

17 000 022 232 100 000 0 0 2 1 0 0 2 3 0 0 0 2 2 0 0 000 000 000 354 000 0 0 0 3 0 0 0 0 5 0 0 0 0 4 0

128 鷹取土曜学校

129 中央区文化・
国際交流振興
協会

131 愛知県みよし
市

132 富士にほんご
の会

133 柏市国際交流
協会日本語委
員会

134 伊勢崎市国際
交流協会

138 我孫子市国際
交流協会

140 異文化教育研
修所有隣館
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【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用 2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度 ２０年度 ２１年度 ①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

機関
連番

機関名

142 さかえ・日本
語の会

000 001 000 000 010 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 001 010 000 000 000 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0

143 小金井市生活
日本語教室

144 厚木日本語ボ
ランティアの会

145 札幌日本語ク
ラブSNC

146 香取市国際交
流協会

147 池田日本語ボ
ランティア友の
会

148 鶴ヶ島市国際
交流協会

150 府中市国際交
流サロン

152 旭川日本語の
会

154 （財）八尾市国
際交流セン
ター

155 横浜市国際交
流協会

156 長浜ユネスコ
協会

157 （財）中国残留
孤児援護基金
中国帰国者定
着促進セン
ター

1 3 1 000 111 000 000 000 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 011 000 000 100 000 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

159 川崎市教育文
化会館

160 太田市国際交
流協会

161 ISIランゲージ
スクール
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【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用 2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度 ２０年度 ２１年度 ①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

機関
連番

機関名

163 新宿未来創造
財団

164 所沢市教育委
員会社会福祉
課

168 守口市国際交
流協会

171 国際交流ボラ
ンティアネット
ワークさくら日
本語教室

174 浜松国際交流
協会

178 にほんごオア
シス

179 （財）豊田市国
際交流協会ボ
ランティアグ
ループ　日本
語サロン182 IWC国際市民
の会

183 会津若松市国
際交流会

186 富士市

187 アルファ国際
学院

4 4 5 211 210 011 000 000 2 2 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 111 211 110 000 000 1 2 1 0 0 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0

189 宮城県国際交
流協会

190 長屋門日本語
教室

191 日本語教室
「ハスの会」

193 船橋市教育委
員会教育部指
導課

194 聖心インター
ナショナルス
クール

000 000 000 000 001 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 000 000 000 001 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

17 36 12 3 5 4 1 1 1 7 4 2 2 1 5 3 0 2 2 3 1 6 1 3 5 1 7 0 4 1 0 6 0
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【２】 19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

1 採用 2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

2 退職
者

3 理由 3 理由 3 理由 3 理由

１９年度 ２０年度 ２１年度 ①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①１年
未満

②１～３
年

③３～５
年

④５～１
０年

⑤１０年
以上

①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明 ①他の
日本語
教育機
関

②別の
職業に
転職

③大
学・大
学院へ
の進学

④その
他

⑤不明

機関
連番

機関名

65 14 16 11 13 16 11
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